
救援センター立ち上げ

救援センター第一期 1995/01/17-1995/02/15 

開設の経過

神戸YWCA救援センターは、地震

翌日の 1月 18日（水）に神戸市の

公的避難所として登録され、近隣

の被災者35~40名の避難所として

その活動が始まった。

と同時に大阪YWCA、京都YWCAで

神戸YWCAの救援活動を支える動き

が始まり、 1月20日（金）の明け

方には、京都 YWCAから初の救援物

資が届き、日本YWCA、大阪YWCAの

スタッフ、ボランティアが到着し

て、水や食料などを必要としてい

た地域の人々にそれらの配給をす

る体制ができあがった。

1週間が過ぎた 1月25日（水）

には企業派遣のボランティアが来

て、他にも全国からボランティア

が集まってくるなかで新しい展開

がおこってきた。この時期、大き

な避難所ではある程度物資がいき

わたり始めていたが、公園や駐車

場、在宅の被災者にば情報や物資

がたいへん不足していることが調

査の結果、わかってきた。神戸YWCA

救援センターでは独自のルートと

県、市の協力を得ながら、公的物

資や情報の不足している被災者の

方々に救援センターの存在を知ら

せ、本格的な救援活動を始めた。

また早い時期から情報の不足し

ている被災外国人のための相談窓

ロを設け、帰国の手伝いや諸届の

付き添い、物資の配給・配達の協

力を各国のコミュニティーの人々

とともに行った。

こうして 2月 15日まで会館での

物資の無料配給と町の巡回を主た

る活動として実施し、延 21300人

の方々にセンターを利用していた

だいた。また各地から駆けつけた

ボランティア数も企業派遣の 150

人を含め、 800人にのぼる。（神戸

YWCA救援センター概要より）
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救援物資

物資が届きだした。

「しあわせの村」などにも取りに

行った。何でも持っていって、 と

いう感じだった。差し上げる方も、

何でもあげていた。

いつまで配っているんだ、
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いか、なども言われた。
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のではないか、

でも、そ

れでは、取りに来る人を疑えとい

う話になる。そんなことはやめよ

ということになった。毎日、

缶詰を 10個ずつくらい持って帰る

おばあちゃんがいた。売っている

という人があって、

様子を見に行くと、避難所の暮ら

しに疲れていたらしく、その缶詰

で仕切りになる塀を作っていた。

どういう使い方をするかは、それ

ぞれの問題だ。

ホームレスの人にはあげない、と

いう差別もあった。

被災者の中には、物資を持ってい

っても、 自分は半分でいいと全部

は受け取らない人も多かった。物

資を持っていって、かわりに何か

もらってくることも多かった。
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-16 -



らなかった。

化粧品や爪切りはとても喜ばれ

た。こんな時期だからいらないと

思っていたが、仕事に行くから必

要という人も。

洋服は配布が難しい。なんでもよ

いというわけではない。公園に持

っていって、ガレージセール風に

配布した。洗濯ができないため、

下着は特に必要だった。

ある企業のボランティアの人た

ちは、パソコンや携帯を持ち込ん

でくれた。これはとてもありがた

かった。

ガソリンを 3ヶ月くらい無料で

提供してくれたスタンドもあった。

救援センターでは、公的な支援の

届かない人々、物資や食べものを

配ることや壊れた家屋を整理する

ことに、車は大活躍の必需品だっ

た。むろん軽トラックなども寄付

救援活動とボランティア

してもらい、個人の乗用車を何台

か借りてもいたから、この申し出

は本当にありがたかった。ただし、

そこで給油するときには合言葉が

必要だということになっていた。

あのような状況では、タダだと聞

いてちゃっかり便乗する輩がいな

いとも限らない。それを防ぐため

に考えられたのだと思う。けれど

この合言葉を使って給油したのは

神戸YWCAの救援センターだけだ

ったそうで、後日スタンドの人が

「お前ら口が堅いな一」と感心し

たということだ。

また、灯油缶を夜の間に満杯に入

れてくれた方もあった。誰か分か

らないのでお礼は言えていない。

ボランティアの活動を見て、協力

してくれたのだろうか、と思う。

(2004年 10月 23日／24日座談会

より）

いろいろなことをやったと言 け入れの情報発信を」、「救援物資

われるが、「ボランティアに来て欲 で必要なものを書き出して」など、

しいなら、来て欲しいと意思表示 ボランティアたちから「言われて

をすべき」とか、「ボランティア受 やった」という側面は大きかった。
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YWCAでは「食」が基本だった。

外の人から、「ボランティアが被

災者のものを食べている」と非難

されたこともあった。よそでは、

ボランティアが 1週間チョコレー

ト1枚で過ごしたグループもあっ

たらしいが、 YWCAでは自信をもっ

て「ボラアンティアも食べていい」

とした。古くなった食材でも、 YWCA

に持っていけば、何とか工夫して

加工してくれるという噂がたって、

とても食べられないようなお弁当

を人々が持ってくるようになりそ

れを美味しく手をかけていたのだ。

2年も前に賞味期限切れの缶詰を

持ってきた企業もあった。でもい

ちいち説明をするのも疲れた。他

のテント村の人や、新聞取材の人

でも、食べに来ては、募金をして

いった。

ボランティアの人が、何でみんな、

こんなに優しいの？と思った。誠

実に誠実に対応していたのが、印

象的だった。ずっと「あのときは

お世話になって」と感謝された。

外からは足らないものがよく見

える。「ボランティアを手足のよ

うに使っているのだから、ボラン

ティアのケアもしなくては」とも

言われた。それはよくわかったし、

できればいいが、そこまではでき

ない。それよりはテント村の人の

ケアをしたかった。でも、余裕が

ない。「ボランティアのケアはし

ない、何かあればそれぞれ赤十字

に行ってください」ということに

した。言われるたびに、はじめは

笑ってごまかしていたが、「でき

ない」と説明すると、すごい反発

があった。わかっていてもできな

いことがある、ということは、理

解してもらえなかった。

もしも、やっておいたら違う展開

があっただろうなと、今から振り

返れば思う。でもやはり、その時

にはできなかったのだ。

しかし、救援センターは、うま

くまとめていた。ともすれば、み

んなハイになっていたし、「何で

もあり」になってしまうような状

況下で、翌朝は早くから物資配給

にもかかわらず、毎晩ミーティン

グをしていた。ちゃんと統制して

いたし、リーダーシップを取れる
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人もたくさんいた。地域で活動し

ていた人たちだったので、教えて

もらうことの方が多かった。

春休みまでは問題はなかった。ボ

ランティアに対して問題を感じた

ことはなかった。

神戸 YWCAに来たひとたちは自分

たちで自立的に活動していた。

ボランティアでアイデアを出し

合いながら、物資でも整理班がで

きて工夫されていた。京都から来

たメンバーもすごかった。その前

は東京などから来たスタッフが形

をつくつてくれたので、後がうま

ボランティア

「若い男性だから」といって無

理を言われたことが何度かあった。

3階建ての屋根に上ってブルーシ

ートを貼ってほしいなどと、危険

な仕事も要求された。ボランティ

ア自身では断れないので、スタッ

フとして断ったが、難しいことだ

った。

若い女性のボランティアは、年

寄りの男性にお酒の付き合いまで

させられたり、夜遅くまでつき合

くいったように思う。

日に日にストレスフルになって

くるのでしんどかった。ボランテ

ィアが被災者に慰められたり、共

感できたのは支えになった。被災

者といっても人によって心理的な

程度は違う。一括りにされるのは

どうか。

神戸 YWCAの周りに震災までこう

いう生活状況の人たちがいること

を知らなかったのはショックだっ

た（高齢者のみの親子や、姉妹で

住まっている方）。パンドラの箱を

開けてしまった感じ。

わされたりした。スタッフとして、

ホステスではないといって断った。

神戸でボランティアを受け入れ

たから、その後、自然災害のたび

に、どっとボランティアが動くよ

うになったのではないかと思うが。

ボランティアを派遣してくれた

団体や学校から、苦情がはいる。

「送り出した組織としても、危険

なところに送り出した責任がある

ので、説明をして欲しい。」「学生
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と社会人とは分けた方がいいので

は」「キッチンをやりたいボラン

ティアには（人が溢れていても）

キッチンをやらせて欲しい」など。

「救援センターの要望に応えて

実践したのだから、こちらの要望

にも応えてもらえるのでは」とい

う思いもあって、言われたのだと

思う。ボラアンティアは時間を割

いて来てくれているのだから、失

望させてはいけないし、かといっ

て要求をそのまま受け容れること

も難しい。

いつでも会館を使えて、お食事を

して、とにかくタダで寝られる、

という環境を揃えた。

普通だったら「NO」と言えること

でも、「NO」とは言えなかった。良

かれと思って言ってくれているの

に、「NO」とは言えない。しかも個

人ではなく「神戸 YWCA」という立

場を背負っていることだから。

救援センターと会員活動

救援センターはやめても、会員

活動という形での活動にしようと

いう方向になった。

記録によると、 2月9日の職員

被災者という言葉は使わなかっ

た。「被災者」＝「支援される者」

になり勝ちだったから。被災者、

という言葉を使わないように、

「どこそこの何々さん」という表

現に、というのはうるさく言った。

みんな市民だから。被災者だとい

うだけで、年長者にため口をきい

てしまう（ボランティアの）若者

もあって、当然、言われた方は怒

る。責任者を出せ、と怒られたこ

ともある。それは失礼だと思った

から謝った。皆さんのご批判で、

成り立ってきた。だから、 3月で

終わっても良かったのが、 1年続

いたし、神戸 YWCA、と言えば、初

めての人でも受け入れられるよう

になった。

「させていただいている」とい

う姿勢は、ずっと受け継いできた

のではないだろうか。 (2004年 10

月23日／24日座談会より）

会で、 YWCAの活動として炊き出し

を給食サービスにして展開してい

けないか、と提案している。救援

センターはいずれ終わるとわかっ
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ていたので。

給食サービスとか、受け渡せるも

のをつないでいこう、

になった。

ということ

2月の終わりには会員を中心と

する会員活動が行われた。食材が

あっても、作る気力がなくなった

り、つくり方を忘れてしまった高

齢者もあったので、食材を料理に

して持っていくようにした。「食」

が基本。明日からがんばってね、

と。

最初は、避難所ではないところに

いた人々に、給食していた。 (2004

年 10月23日／24日座談会より）
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込
み
（
山
崎
職
員
の
被
災
者
の
人
は
だ
れ
に
こ
の
状

毒

に

一

，

番

気

を

使

っ

た

。

か

ら

送

っ

て

も

ら

っ

て

使

っ

た

。

と

き

は

職

員

以

外

の

ボ

ラ

ン

テ

ィ

況

を

あ

た

る

で

も

な

く

、

た

ん

た

地

震

か

ら

五

日

た

っ

て

い

た

が

震

災

直

唇

打

ぼ

く

霊

嘉

な

ア

が

一

五

人

ぐ

ら

い

）

。

ん

と

暮

ら

し

て

い

た

。

私

た

ち

に

、

宿

泊

場

所

の

チ

ャ

ペ

ル

は

、

空

気

ど

の

救

急

医

療

が

中

心

で

、

糖

尿

リ

サ

ー

チ

は

京

都

y
w
C
A
の
あ
な
た
た
ち
も
ご
く
ろ
う
さ
ま

が
よ
ど
ん
で
い
た
。
換
気
を
す
る
病
、
高
血
圧
症
な
ど
慢
性
的
な
も

A
P
T
が
お
も
に
な
り
、
三
、
四
と
、
ね
ぎ
ら
い
の
こ
と
ば
が
年
配

余
裕
も
な
か
っ
た
の
だ
と
思
う
。
の
は
、
病
院
で
は
み
て
も
ら
え
ず
、
人
一
組
で
四
組
と
医
療
班
（
看
護
の
方
々
か
ら
あ
っ
た
。
役
に
立
ち

薦

を

寄

せ

祈

っ

て

い

た

八

四

歳

と

患

者

は

病

院

か

ら

遠

の

い

て

い

た

婦

、

医

師

各

一

人

）

が

巡

回

し

、

た

い

と

気

負

っ

て

た

く

さ

ん

物

資

九
六
歳
の
お
年
寄
り
は
、
二
五
日
が
、
セ
ン
タ
ー
に
物
資
を
取
り
に
キ
ッ
チ
ン
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
食
を
背
負
っ
て
行
っ
た
が
、
そ
れ
が

に
二
人
と
も
健
康
状
態
が
悪
く
な
く
る
と
き
に
訴
え
ら
れ
る
よ
う
に
事
を
担
当
。
手
持
ち
の
材
料
で
一
恥
ず
か
し
い
と
い
う
か
。
「
何
を
し

り
入
院
。
後
の
人
は
昼
は
自
宅
の
な
り
利
用
者
も
増
え
て
き
た
。
持

0
0食
を
つ
く
れ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ま
し
ょ
う
」
と
必
死
の
形
相
で
か

ア
が
、
朝
食
は
東
京
（
宿
泊
し
て
け
こ
ん
で
く
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

整
理
に
帰
り
、
夜
に
は
物
資
の
配
っ
て
き
た
医
薬
品
は
す
ぐ
に
な
く

布
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
入
っ
な
っ
た
の
で
保
健
所
や
市
、
県
、
い
る
の
で
）
、
昼
食
は
神
戸
、
夕
食
暮
ら
し
て
い
る
人
た
ち
と
ギ
ャ
ッ

こ

°

y

w

C

A

に

声

を

か

け

幸

運

に

も

は

大

阪

y
w
C
A
（
五
人
組
交
代
プ
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
と
て
も

水

道

が

不

通

で

ト

イ

●

の

水

が

大

量

に

補

充

で

き

た

。

リ

サ

ー

チ

で

通

い

）

で

受

け

持

っ

た

。

た

き

私

か

ら

は

身

の

上

を

聞

く

こ

と

は

使
え
な
い
の
で
、
大
便
は
新
聞
紙
に
出
て
、
自
力
で
が
れ
き
の
下
か
私
が
入
っ
た
と
き
に
も
水
も
ガ
だ
し
は
別
組
織
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
き
ず
、
話
し
掛
け
て
く
る
被
災

に
く
る
ん
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ま
と
ら
出
て
き
た
た
め
に
救
急
車
に
乗
ス
も
な
く
電
気
だ
け
復
旧
し
て
い
に
来
た
人
は
飛
び
入
り
も
含
め
す
者
に
、
安
易
な
あ
い
づ
ち
―
つ
打

め
、
物
資
を
運
ん
で
く
る
y
w
c

る
こ
と
が
で
き
ず
頭
に
ガ
ラ
ス
の
た
。
神
戸
Y
W
C
A
の
方
針
で
、
べ
て
受
け
入
れ
、
事
務
局
が
配
置
て
な
か
っ
た
。

A
の
ト
ラ
ッ
ク
の
帰
り
の
便
で
持
破
片
を
た
く
さ
ん
つ
け
て
い
る
人
地
震
か
ら
一
か
月
を
め
ど
に
活
動
し
た
。
中
央
区
の
高
校
生
の
姉
と
企
業
の
ソ
ニ
ー
が
、
八
人
ず
つ

ち
か
え
っ
て
も
ら
っ
た
。
小
水
は
（
救
急
車
は
自
衛
隊
な
ど
に
救
出
を
リ
サ
ー
チ
中
心
に
し
て
い
く
と
中
学
生
の
弟
が
休
校
中
に
ボ
ラ
ン
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
派
遣
し
て
き
た

近
所
の
高
校
の
プ
ー
ル
ま
で
水
を
さ
れ
た
人
が
優
先
さ
れ
た
）
、
痴
呆
い
う
話
が
始
ま
っ
て
い
た
。
救
援
テ
ィ
ア
の
申
し
出
が
あ
り
、
販
売
が
、
自
分
の
分
野
を
生
か
し
て

汲
み
に
行
き
そ
の
水
で
流
し
た
。
症
、
一
月
九
日
に
出
産
し
て
強
制
セ
ン
タ
ー
内
の
組
織
は
だ
い
た
い
を
開
始
し
た
商
店
を
リ
サ
ー
チ
し
次
々
仕
事
を
開
拓
し
、
引
き
継
ぐ

手
洗
い
用
、
歯
磨
き
用
、
う
が
い
退
院
し
て
い
た
母
子
が
わ
か
り
、
で
き
あ
が
っ
て
お
り
、
総
指
揮
の
て
地
図
を
作
る
作
業
に
入
っ
て
も
働
き
を
見
て
、
若
い
組
織
の
柔
軟

用
に
う
が
い
液
を
い
れ
た
水
の
ボ
病
院
や
保
健
所
に
つ
な
い
だ
。
テ
前
田
職
員
、
そ
の
下
で
応
援
職
員
ら
っ
た
。
こ
れ
を
張
り
出
し
て
、
性
と
仕
事
に
対
す
る
真
摯
な
姿
勢

ト
ル
、
ぬ
れ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
、
消
毒
ン
ト
生
活
で
、
た
き
火
で
煮
た
き
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
止
め
、
無
料
物
資
配
給
所
か
ら
リ
サ
ー
チ
が
大
切
だ
と
思
っ
た
。
こ
の
状
況

液
、
消
臭
剤
を
常
に
確
保
し
た
。
を
し
て
い
た
た
め
、
顔
中
す
す
だ
人
員
配
置
、
不
足
物
資
の
手
配
等
活
動
に
切
り
替
え
て
い
く
雰
囲
気
が
東
京
だ
っ
た
ら
ど
う
い
う
ふ
う

キ
ッ
キ
ン
の
衛
生
は
、
手
洗
い
ら
け
の
一
家
が
あ
り
、
の
ど
や
目
を
す
る
事
務
局
一
人
、
リ
サ
ー
チ
、
作
り
を
し
た
が
、
街
で
は
ガ
ス
ボ
に
働
け
る
だ
ろ
う
か
。
緊
急
組
織

消
毒
を
徹
底
。
食
器
は
ラ
ッ
プ
を
が
か
わ
い
て
い
る
の
で
、
目
薬
や
物
資
配
給
、
物
資
の
在
庫
管
理
、
ン
ベ
が
東
京
の
一

0
倍
の
値
で
売
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
感
じ

敷
い
て
ご
は
ん
や
お
か
ず
を
の
せ
う
が
い
薬
、
マ
ス
ク
を
配
布
し
た
。
キ
ッ
チ
ン
、
清
掃
、
保
健
の
部
署
ら
れ
て
お
り
、
延
べ
六
、
七

0
0
た。

て
洗
う
回
数
を
減
ら
し
、
ど
う
し
医
療
団
の
二
日
に
一
度
の
巡
回
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
応
援
職
員
、
人
が
物
資
を
取
り
に
き
て
い
た
。
（
聞
き
手
11
新
聞
担
当
職
員
）

一
て
も
洗
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
が
あ
っ
た
。
医
療
を
受
け
ら
れ
な
神
戸
Y
W
C
A職
員
を
含
め
約
一
配
給
中
止
の
タ
イ
ミ
ン
グ
は
難
し

I
l
I
I
A閃ー1ふー
1ふ
nーIふ111_1ふ
1_|11_A_AI_I¥_＼
ー
齋
＼
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腐
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ハ
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東京YWCA 8日

C
A
の
中
か
ら
5
切

呼

尻

キ
ャ
ン
プ

ー

東
京
Y
W
C
A
の
活
動
の
一

つ
、
教
育
キ
ャ
ン
プ
の
元
姐
と

も
い
わ
れ
る
野
尻
キ
ャ
ン
プ
に

つ
い
て
。
間
屋
絞
子
さ
ん
か
ら

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

↑ 
＼ ざ月

―I.2.月
阪
神
大
震
災
そ
れ
か
ら

C
A中
央
委
只
会
で
出
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
工
事
の
た
め
に
、
神

一

阪
神
大
震
災
救
援
募
金
に

i

ご

協

力

く

だ

さ

り

・

戸

Y
W
C
Aは
新
た
に
三
五

8

[―

あ

り

が

と

う

ご

ざ

い

ま

し

た

万
円
の
募
金
の
呼
び
掛
け
を
始
め

ー

一
月
一
七
日
の
阪
神
大
震
災
の
紙
面
を
か
り
ま
し
て
皆
様
の
ご
協
た
こ
と
は
｀
前
月
号
で
お
知
ら
せ

｛
日
か
ら
始
め
た
被
災
者
救
援
の
た
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
い
た
し
ま
し
た
が
、
そ
の
募
金
に
、

-iめの
「阪
神
大
震
災
救
援
募
金
」
残
額
九

Q
3万
円
余
り
に
つ
い
こ
の
残
額
九

00万
円
を
繰
り
入

一

の
会
計
報
告
が
神
戸
Y
W
C
A
か
て
は
、
現
在
救
援
セ
ン
タ
ー
と
し
れ
る
と
い
う
提
案
で
す
。

ら
と
ど
き
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
て
活
動
を
続
け
て
い
る
神
戸
Y
W

八
月
五
日
の
日
本
y
w
C
A臨

[
―
い
た
し
ま
す
。

C
A
の
よ
う
壁
が
倒
壊
し
、
給
排
時
常
任
委
員
会
で
検
討
し
ま
す
の

8

六
月
五
日
現
在
で
各
市

・
海
外
水
管
が
壊
滅
状
態
に
な
っ
て
い
る
で
、
ご
意
見
は
そ
れ
ま
で
に
日
本

.

Y
W
C
A、
個
人
寄
付
、
指
定
寄
の
で
、
そ
の
工
事
費
に
あ
て
て
は

Y
W
C
A
へ
お
願
い
し
ま
す
。

さ
る
る

、
九
三
七
、
ど
う
か
と
い
う
提
案
が
日
本
Y
W

，

付
を
合
わ
せ
て
ニ
―

五
八
四
円
を
い
た
だ
き
、
三
、
＼
濯
量
蘊
更

ii,1--＿
9

ー
追
誕
に
多
く
の
物
を
失
う
も
命

[
〗
誓
[
:
[
〗
〗
[
[
〗
〗

h
t
t
:
[
[
[
[

一

一

か

り

ま

し

た

。

呼

ふ

（

最

初

の

揺

れ

で

目

を

党

ま

夕

暮

れ

（

震

災

欝

め

て

お

風

呂

一

、
.，ガ
り

1
/
1
l//“
りー／＇

t，ヽ
れ
ま
し
た
。
公
的
授
助
が
届
か
な
ァ
ン
で
通
っ
て
い
ま
す
。
山
々
を

ら
し
い
大
地
に
魅
了
さ
れ
ま
し

た。
r
わ
れ
山
に
む
か
い
て
目
を
あ

ぐ
…
」
こ
の
詩
篤
の
聖
句
は
魂
の
そ
の
後
、
京
都
に
生
活
の
場
を
し
鏡
台
の
前
ま
で
は
っ
て
行
っ
た
に
入
っ
て
髪
を
洗
っ
た
時
に
詠
ま
一

支
え
と
な
り
、
ず
っ
と
Y
W
C
A

移
さ
れ
無
事
に
過
ご
さ
れ
て
い
る
直
後
の
激
震
で
タ
ン
ス
が
鏡
台
の
れ
た
歌
）

と
と
も
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。
大
と
伺
っ
て
お
り
ま
し
た
。
七
月
初
上
に
覆
い
か
ぶ
さ
る
よ
う
に
倒
れ
誠
に
残
念
で
す
が
、
お
ば
あ
さ

変
な
力
を
私
た
ち
に
与
え
て
く
れ
め
、
お
母
さ
ま
か
ら
お
便
り
を
頂
そ
の
狭
問
に
す
っ
ぼ
り
入
り
助
か
ま
は
去
る
八
月
十
九
日
に
召
天
な

た
野
尻
キ
ャ
ン
プ
で
す
」

＿
＿き

お

ば

あ

さ

ま

の

詠

ま

れ

た

歌

を

り

ま

し

た

）

さ

い

ま

し

た

。

八

一

歳

で

し

た

。

拝
見
い
た
し
ま
し
た
。
↓
匹
音
の
止
み
て
激
し
く
揺
ら
れ
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
｝

一
i

'

体
験
さ
れ
た
魯
怜
芹
安
い
風

，
た

り

気

付

き

て

家

族

に

引

き

い

だ

す

。

（

職

貝

）

―

l-1()日
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名古屋YWCA
4日

＿
阪
神
大
震
災
一

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

平
野
み
ど
り
さ
ん
の
救
援
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

三
月
十
八
日
夜
、

y
w
C
A

ピ
ッ
グ
ス
ペ
ー
ス
で
阪
神
大
震

災
被
災
者
救
援
コ
ソ
サ
ー
ト

「
弦
、
絃
、
幻
の
響
き
ー
ヨ
ー

u
ッ
パ
、
日
本
、
ア
メ
リ
カ
の

民
謡
J

が
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ

ソ
サ
ー
ト
実
行
委
員
会
と
青
少

年
部
委
貝
会
共
催
で
問
催
さ
れ

た
。
席
上
発
表
さ
れ
た
平
野
み

ど
り
さ
ん
の
救
援
ポ
ラ
ソ
テ
ィ

ア
報
告
の
一
部
を
紹
介
す
る
。

私
が
行
っ
た
と
き
(
=
-
＿
月
四

日
1
九
日
）
神
戸
y
w
C
A
で

は
、
町
中
を
歩
き
被
災
者
の
方

号

た
ち
の
要
望
を
聞
い
て
回
ろ
リ

月4
 サ
ー
チ
、
来
館
さ
れ
た
被
災
者

A

の
話
を
聞
き
相
談
に
の
る
こ
と
、

毎
日
の
よ
う
に
届
け
ら
れ
る
物

C
資
を
整
理
し
、
リ
サ
ー
チ
や
相

絞
の
必
要
に
応
じ
て
出
し
入
れ

す
る
こ
と
、
と
い
う
三
つ
の
大

w
 

き
な
仕
事
の
他
、
ポ
ラ
ソ
テ
ィ

y
 ア
の
た
め
の
食
事
、
毎
日
の
炊

屋
き
出
し
の
準
傭
を
神
戸

y
の
会

貝
の
方
た
ち
と
す
る
キ
ッ
チ
ソ

古
係
、
ト
レ
ー
ラ
ー
の
中
に
あ
る

二
つ
の
風
呂
の
掃
除
と
受
付
、

名
子
ど
も
班
な
ど
の
仕
事
が
あ
り

(481号）

ま
し
た
。

初
め
て
相
談
係
に
な
っ
た
と

き
、
あ
る
お
じ
い
さ
ん
と
話
を

し
ま
し
た
。
そ
の
8
相
絞
の
窓

ロ
に
は
、
他
県
か
ら
送
ら
れ
て

き
た
芙
し
い
手
書
き
の
絵
と
励

ま
し
の
百
葉
の
書
い
て
あ
る
ハ

ガ
キ
が
二
十
枚
く
ら
い
置
い
て

あ
り
ま
し
た
。
お
じ
い
さ
ん
は

そ
の
中
の
＿
枚
を
ヂ
に
と
り
じ
ー
つ

と
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。
「
こ

れ
、
も
ら
っ
て
え
え
の
？
」

と
し
ば
ら
く
の
後
遠
慮
が
ち
に

私
に
い
い
ま
す
。
「
ど
う
ぞ
、

ど
う
ぞ
」
。
そ
の
ハ
ガ
キ
に
は

き
れ
い
な
ユ
リ
の
絵
と
そ
の
横

に
は
大
き
く
「
元
気
を
出
し
て
j

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
「
元
気

を
出
し
て
か
・
・
・
ほ
ん
ま
や
な
あ
、

元
気
だ
さ
な
あ
か
ん
な
あ
。
こ

れ
う
ち
に
節
っ
て
置
く
わ
。
お

ね
え
ち
ゃ
ん
あ
り
が
と
う
」
と

ロ
う
と
大
事
そ
う
に
ハ
ガ
キ
を

カ
パ
ソ
に
し
ま
い
婦
ら
れ
ま
し

た。
私
は
よ
か
っ
た
と
思
い
ま
し

た
。
口
で
は
何
度
で
も
「
が
ん

ば
っ
て
下
さ
い
」
と
か
「
元
気

を
出
し
て
」
と
は
百
え
る
け
ど
、

な
か
な
か
相
手
の
心
ま
で
届
か

な
い
も
の
だ
け
ど
、
こ
の
お
じ

い
さ
ん
は
ハ
ガ
キ
に
書
か
れ
た

文
字
に
よ
っ
て
元
気
づ
け
ら
れ

た
と
思
う
の
で
す
。

将
来
へ
の
不
安
、
ど
う
し
て

自
分
が
、
と
い
う
だ
れ
に
も
答

え
ら
れ
な
い
問
い
か
け
、
そ
れ

ら
は
私
た
ち
ポ
ラ
ソ
テ
ィ
ア
が

い
く
ら
が
ん
ば
っ
て
も
、
本
人

の
み
解
決
で
き
る
こ
と
だ
と
患

う
の
で
す
。
だ
け
ど
そ
の
脱
力

感
か
ら
少
し
で
も
明
る
い
方
へ

抜
け
出
し
て
も
ら
う
手
助
け
は

で
き
る
と
思
い
ま
す
。

遵
浜
Y
W
C
A
で
は
一
月
十

八
日
よ
り
阪
神
大
震
災
救
援
募

横浜YWCA

町宦 ' 9. -ーへプ 1--
”~̀▽-う開千員ま問 て部あ i：：三な＋金

予始円をとをまるもじ送月つ七を
定しの支ま支たこ神さ金末て万開
でま友えりえ職と戸いしまお七始
すし情る‘ま貝に Y パまでり千ヒ
゜た募た往し会な W ザしに ‘’ ,、
゜金め戸よでつ C lた日二百現
ーをに Y うはて A の゜本回七在
至ニー W と仲い支収音 Y に十ま
間月人 C 意間ま援益楽 W わ：：：：で
はか ‘A見がすにの会 C た両に
行ら月職が仲゜当ーや A りと三 ， 物資配布、風呂サーピス、相駿受付
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芍 KOBE YWCA GAKUIN 

1 9 9 5年02月06日

神戸YWCA学院専門学校

本科 日本語学科

保証人・在校生の皆様

本穎科

本語教師養成学科

本語学科

国語科 (ICC)

神戸YWCA学院専門学校

本科 日本語学科

阪神大震災に際しまして心よりお見舞い申しあげます。
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JFL &.JSL Teacher 

Training Program 

International 

Community College 

このような事情および神戸市内の交通機関等の修復が遅れておりますので、現在は休講

いたしております。在校生に対する指導および授業再開に向けての万全の対応をいたして

おりますのでご休心ください。

枡臭再開廿

授臭陽枡

3月1廿（水）

神戸YWCA学院専門学校
＊平常通り授業を行います。

1月30日（月）より、通学可能者に対して3ヵ所の臨時クラス

を設けております。

① 神戸YWCA学院専門学校

② 大阪YWCA学院専門学校

③愛徳姉妹会（神戸市垂水区）

今回の震災により、居住を失ったり、負傷した学生は、かならず当学院まで届けてくだ

；い。また、居住探しや進学などの相談もお問い合わせください。

ょお、一時帰国をしている学生の帰国日が決まりましたら、お知らせください。

神戸YWCA学院専門学校

和謬
〒651神戸市中央区上筒井通 1丁目1-20 電話(078)231-6303（伶 FAX <078>231-6692 
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Kobe YWCA Relief Center 

. Thank you for your. continued support of the Kobe YWCA Relj~f Center. The 

following services are now available.. We look forward to meeting yqur 

needs.in whatever way we can. 

GUIDANCE (9:00 a.m. • 6:00 p.m.) 

Need infonnation, not sure who to tolk to, wondering where to go 

to get a job done, have some concerns... feel free to drop-in for 

・advice. 

OFURO (Bath) SERVICE (10:00 a:m. • 6:00 p.m.) 

Children under 3 years ・old (accompanied by an adult) and anyone 70 

years or older may use the ofuro set up in the Kobe YWCA p~rking 

lot.・ Plea:;e call in advance for reservations. 

TAKIDASHI HOT MEALS (from 3:30 p.m.) 

Hot soup/stew is available daily from 3:30 to about'6:00 p.m. 

EMERGENCY FOOD/GOODS DELIVERY 

OTHER SERVICES 

Other services are available on a variable schedule. These include: 

Free Market, Free Bicycle Repairs, Acupuncture, Health Services, 

etc. For more infonnation call the YWCA. 

TEL. 078-231-6201 

Open Daily 9:00 a.m. -9:00 p.m. 

Kobe YWCA Relief Center 

1 -20 Kamitsutsui-dori 1 -chome 

Ch~ku, Kobe-shi 651 
(on west side of Oji Zoo) 

TEL. 078,231し6201

神戸YWCA 救援センター

〒65 1 神戸市中央区上筒井通1丁目1-20

（王子動物園西隣）
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活勇り案内

枯様:J~ヤ
震災で生じか渇収ぅな問題、
悩みの解決のためにいろV巧

な情報を提供します。

何でも気軽にご相談 i二ニ［サ-.、 '-J,•
ください。

・胡校．＾~

/J i届忍／

ゅさ
ly"

＾

ヽヽ

．
 

.
1
 

1
,
 ．
 

，
 

，
 

:
'
/
J
 ＾
 

t
 •. 
.' 

‘ヽ

凡・ し
1 } i 

利風呂 ••. 
団地サイズのお風呂が2つあります。

と＜に高齢者や小さなぉ子芯．んを持った方々

に入浴サービスを予約制でしています。

入浴介護が必要な方はご相談ください。

巡固訪問
週に 1~2回、自宅で被災された方、

テントや公園など野外で避難生活をして

いられる方を訪問して1iヽます。

週に2~.3回、・炊き出しの

サ-ピスをしています。午

後3時30分からです。献
立や曜日についてはセンタ

ーにお問い合わせください。

被災した外国人のために

いろいろな生活相談に応じています。

涸虚魏需

りーク
匹 Rk 週末や祝日を利用して簡単な引つ

越しや片付けの手伝い、テントの

補修などをします。あらかじめ予．

約してください。 （ただし、囀専門家ではないの

でお話をうかがって無理と判断した場合はお断

りすることもありますので、ご了承ください。）

（例；炊き出しや種々の I ` ̀―’-I -: 

サービスのアレンジ）

などをしています。
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救援センター第二期 1995/02/17-1995/04/07 

大学の春休みが終了する頃、遠

方から集まって宿泊をしながら活

動していたボランティアのほとん

どが帰ることになった。救援セン

ターは今後も息の長い活動を継続

していくために、地元の「市民ボ

ランティア」を募集した。被災後、

ずっと活動していた京阪神のボラ

ンティアに加え、新たに 50名余り

の市民が4月1日にオリエンテー

ションを受け、センターのボラン

ティアとして登録した。

被災後 1ヶ月、街もだいぶ落ち

着きを取り戻し、商店も営業を再

開し始めたころ神戸YWCAセンター

の無料物資配給の活動は終了し、

かわりに相談コーナーを設けた。

増え続ける情報を整理し、地域の

人々にわかりやすく紹介できるよ

うにしたものだった。専門家がい

るわけでないので、直接の解決に

はつながらないが、情報をまとめ、

問い合わせ先などを要望に合わせ

て紹介をしていった。

また、広島県白木町の商工会議

所から寄贈された簡易風呂に入浴

サービスが高齢者および家族を対

象に始まった。

各地からの物資はまだ送り続け

られている状況の中、内容が揃う

と車に積んで、市街地にできた仮

設住宅やテントに住んでいて買い

物が困難な人々を訪問し、配布し

た。 3月も中旬になると、センタ

ーまで自力で来ることができる人

よりも、避難先で思うように動け

ない人々の課題の方が重要になり、

自ずとセンターのボランティアも

より街の中へ出ていく機会が増え

た。また、仮設住宅の増加に伴い

引越しや荷物整理などのワークが

従来からあったテントメンテナン

スや屋根のシート張りの仕事に加

えて、要望が強くなってきた。

この時期、建築物の解体工事が

本格化し、アスベストや粉塵によ

る大気汚染の問題が深刻化し始め

ました。センターでは他団体と協

力し、企業や個人に防塵マスクの

寄付を依頼し、新学期で通学が始
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まる小学生を対象に、 マスクを灘

区・中央区の小学校を訪問して配

布した。また、街頭でマスクを配

り、着用キャンペーンを実施した。

（神戸 YWCA救援センター概要よ

り）
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救援センター第三期 1995/04/12-1995/06/14 

新しく市民ボランティアを迎え、

日帰りを原則に日常的活動が再ス

タートした。 また、事務局として

有償ボランティアを 1名採用し、

センターとしてさらなる内容の充

実をはかった。

人手不足との闘いの中、街の巡

回訪問や引越しなどのワークは週

末に集中して行うなどの工夫をし

た。地元には高齢者や障害者優先

入居の仮設住宅が増え、 、、一‘コールプ

ンウィークを利用して、地域の仮

設住宅を訪問し、 戸別訪問や住居

の改造などを手がけた。長期間の

テント生活で疲労の度が濃くなっ

ている高齢者には、被災後ずっと
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続けている炊きだしサー

ビスの品数を増やし、配達

するなど日々状況の変化

する地元の人々のニーズ

に即応できる態勢作りが

必要でした。

他団体との協力による

プログラムも広がりをみ

せ、大阪YWCAと協力して、

連休にこどもの心の癒し

を目的としたキャンプの

実施し、今後も定期的にこ

芍

ども対象の活動を継続していくこ

とも考えた。また、同じ大阪 YWCA

「心のケア」グループと協力し、

テント村でのお茶会やひとときの

心のケア

神戸YWCA叫 Ji,l,iら9ト
灯れWCA ヽu•り竹~名＂トワ •7

和令の令

逗
9吋 月ヽ Z”’*） IZ吋へ2吋
か（「 神がWCA,ノふ饉

冤瑞証1 丁€i I~~ ｛項畑呻面衿
危枯 o'JI -23/ -、ぇヽ ／ 四咽砂、）

今如釈 ヲ9PIり（苔 8合が7噸町）

おしなか~ ・rt,吟渾 汀物

輝，，虹砒パ9
オら［い ・野哀鼻ゑ．もの
了"'f'“ート
t・オま茶↓ 渭・雌 I て ~i1. ふ・月名もゞ・中↓用dKむ．

、月11Oli) 371ヽ評戸'(WCA1,中込サくださヽ、践 5{)冷

団槃の時を提供する「和食の会」

などのサービスプログラムの企画

も進めた。（神戸 YWCA救援センタ

一概要より）

言葉遣いは難しい。 という姿勢になった。自分の家は

大変な人に「元気そうやね」と声 たいしたことがなかったので、負

をかけたら、「元気になったのよ」 い目になり、何かやりたいと思っ

といわれ、「震度 7以外の人とは たのだが。そういう見方もあるこ

しゃべりたくない」といわれた。 とを知った。確かにたじろいだ

大阪YWCAの人たちと仮設訪問に が・・・。」

行った。最初の頃、「お気楽な人た 「ボランティアは感謝を期待し

ち」と言われた。いい薬になった。 てはいけないですね。でもそれで

何もできない、ただ話を聞くだけ やめるかといえばそうではなくて
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ね。」

「その方たちも、誰かに何かを言

いたかった。その人があなたに言

えたということで役に立ったので

は。良い仕事をされたのではない

でしょうか。」

「それで3年以上続いた。七並べ

をして遊んだりして、真剣に遊ん

夜回り

夜回りにおいても最初の関わり

においては気楽な人とみられる共

通点がある。なじみになるまでは

時間が要る。「いい事しているつ

もりでいるのか」といわれたりも

したが、待っている人も勿論いる。

ボランティアはあやしい。自分が

受ける立場なら信じられるか。

野宿しなければならない事情は

様々だが、仕事で全国を転々とし

ている人も多いし、震災後、保証

人になったりしたために家も財産

もなくし路上生活をしている人も

いた。罹災証明が出されず仮設な

どにも入れない。

家が壊れた人だけではなく地震

のために仕事をなくした人もいる

だ。とても楽しいことばかりだっ

たように思う。続けることは大変。

一人でなく仲間がいることで続く。

仮設から住宅に移られたので活動

が終結した。最後には感謝され

た。」 (2004年 10月 23日／24日座

談会より）

ことに目を向けられていない。仕

事がないことで家賃を払い続ける

ことが出来ない現実がある。どん

なに安い家賃でも何万円かはする

し・・
゜

震災 10年で復興基金がなくなり、

家賃補助も打ち切られる。収入に

よる違いはあるが、それでも何千

円かのアップになること事態少な

い収入の方にとって問題がある。

仕事開発事業も打ち切りになる。

震災以前から生活困窮者に目を

むけていれば、震災後の復興はか

わったのでは。家のない人が生活

保護を受けられないとは。 (2004年

10月23日／24日座談会より）
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救援センター第四期 1995/06/15~1995/09/30 

長らく続けていた相談コーナー くだろう。通信に加え、ボランテ

を廃止。センタ

ーまで相談に

来られる人々

の数は減少し、

かえって相談

にも来られな

いような状況

の中におかれ

ている被災し

た人々の中に

こちらがもっ

と出向いていこうという決意。

マスコミの震災関係のニュース

が日を追って減少する中、神戸の

実情をひとりでも多くの人に伝え、

またセンターの活動を丁寧に報告

する目的でセンターニュース「ボ

ランヒ°ア通信」の第1号を発行。

1000人を越すボランティア経験者、

救援物資やカンパの提供者、関連

団体に約2500部発送した。

情報の発信は今後、最も重要な

センター活動のひとつになってい

ィアの描いた4コマ漫画「愛ちゃ

んのボランティア神戸日記」が他

団体も含むボランティア仲間の中

で共感を得、英語訳や続編が次々

と増刷された。

救援物資の配布を被災後何ヶ月

を経ても実施するには、いろいろ

と細かな配慮が必要だ。しかし、

季節ごとに必要なものは変化し、

またテントや仮設住宅という仮住

まいの生活では、できるだけ節約

したいという気持ちも当然。特異
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な状況の中でことのほか必要なも

のもあります。夏には蚊帳、殺虫

剤、中古の扇風機、蚊とり線香、

夏物衣料などが必要とされた。

あらためてセンター協力者に救

援物賓としてお願いし、フィリヒ°

ンの「よろず屋」さん、サリサリ・

ストアから名前をもらい、車で物

資を満載して、仮設住宅やテント

村でシートを敷いて青空市の活動

を始めた。活動名は「サリサリ」

です。地元の人々との良いコミュ

ニケーションの場でもあり、寄贈

品ですから値段をつけるかわりに

カンパをいただいた。途中からは

被災後から支援を続けてくださっ

ている市島町から有機の新鮮な野

菜を安くわけ

ていただき、

買い物に不便 ；ふ

を感じている

仮設住宅の高

齢者の方々に

大変喜ばれた。

梅雨の期間

は大変な豪雨

に見舞われ、

しばしば大雨警報が発令され、気

温も日を追って上昇し、テント生

活をしている人は湿気と 40℃を超

える暑さに悩まされた。センター

でも仮設住宅への引越しとテント

の排水や日除けシートを張る作業

で東奔西走しているうちに夏を迎

えることとなった。

6月末に夏休みの態勢を整える

ために、 4日間センターを休み、

7月3日から夏休みを利用してや

って来る遠隔地のボランティアと

ともに日頃したくてもできなかっ

た様々な活動を計画した。しかし、

期待に添わず、ボランティア人数

を特に学生を中心にその数が伸び

悩み、お盆のヒ°ーク時でも予想し
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ていた受入れ人数をはるかに下回

る25人という有り様だった。通常

活動を維持していくのがやっとの

状態。そのような状況の中でも、

仮設住宅の自治会作りを陰ながら

支援するお茶会や市島町の招待に

よるファミリーキャンプ、仮設住

宅の改造などの特別な活動を実施

した。

夏までには公園のテント生活の

人々もそれぞれ仮設住宅で生活し

ているだろうという私たち、また

人々の予想に反し、行政と被災し

た人々との要求がかみあわないま

ま、被災後 8ヶ月すぎてもテント

生活を余儀なくされている人々が

存在していた。それに加え、神戸

市は8月20日多くの避難者を残し

たまま災害救助法の適用を打ち切

りった。被災者の生活状況を無視

した神戸市のあり方は、もはや天

災ではなく人災であるとの認識が

センターに強くなっていった。災

害救助法の適用終了後、最低の住

居も確保されることなく、人々は

ただの公園の不法占拠者扱いにさ

れようとしている。センターでは

弁護士の提案を得て、震災後の行

政の対応を人権問題として捉え直

し、テント生活の人々に人権救済

申し立てをする提案をすることが、

巡回訪問でのおおきな目的となっ

た。計8組の人々が人権救済の申

し立てを近畿弁護士会連合会人権

擁護委員会に提出した。

またこの間に好評の「愛ちゃん

のボランティア神戸日記」がアー

ス出版より出版されることとなり、

書店扱い 5000部、 YWCA扱い 3000

部の計8000部が販売された。 9月

23日に作者のたけしまさよさんを

迎えてセンター主催の出版記念パ

ーティーを開き、 50人を超す人々

がお祝いにかけつけた。このパー

ティーをもって夏休みの活動期間

を終了した。同時に神戸YWCA会館

駐車場での諸活動である炊きだし、

入浴サービスが終了。炊きだしボ

ランティアのメンバーは、 9月 23

日の最終の炊きだしを調理し、そ

の後今後の活動について話し合い

を行い、炊きだしにかわり、被災

した高齢者への給食サービスの可

能性について検討した。

-36 -



リ

'

,

 

ー
，

＇ 

•• 
¥
 

＼
 

1
,
 
ょ
～
さ
t
=
6
 

yo

し
5

9づ

龍日
”
rel

＼ 

＼ 

＼肇Iレ"/7り5冬
＼ 

＼ 

＼ 

＼ 心砂＇砂

，ん心 tt

I 索菜如t
し、、9,
； 

＇ 
名,Ii,,,¥.’

＼ 

りィヤI-レ

＼ 

' -
I 
t 

ァ→~紐烏

： ----~ -------
'---．--一

また簡易風呂は、須磨区の下中

島公園避難所に、提供してくださ

った白木町商工会議所の方々の協

居住権のこと

居住権、家がないというだけで、

すごい差別があるという日本の現

状があった。被災者の間でも、差

別があった。

のとき、

ショックだった。そ

たまたま弁護士が人権侵

害だ、と持ってきた。そういう人々

が対象の救援をしていた。役所に

は、神戸 YWCAが助けているから、

灘区だけ公園の住人が多いなどと

言われた。 でも灘区には公園の絶

対数が多い。また東灘などだと、

力を得て移動し、再び活用してい

ただくことになった。

救援センター概要より）

追い出されて、いられない。

支援をやめようかという時期もあ

ったが、様子を見に行ったときに、

避難所に痴呆、障害、犬猫、その

他の諸事情でいけない人が、情報

もないプライベートの、美容院や

学習塾などの避難所にいた。最初

の頃は、役所に行くと物資をくれ

たが、

（神戸 YWCA

3回目くらい以降に、

もう

これ

以上もう私設避難所を探さないで

くれ、そこの人々には避難所に行
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くように説得して欲しい、と言わ

れた。これが怒りとなって、救援

センターのエネルギーに繋がった。

冷たい対応をされた人もいて、い

よいよ、火に油を注がれるかっこ

うになった。私たちの働きの対象

を絞るきっかけとなった。

自分のうちに住んだのは不利だ

った。家に住めるということで。

仮設に4回申し込んだが、すべて

外れたので、あきらめた。自分で

行政に電話を掛けた。子どもが大

阪に勤務していたので、電話交渉

をして県外避難できた。自分で電

話して交渉しない限り動かなかっ

たということを経験した。情報を

知らないことで人生が変わってく

る。被災された人はみんな避難所

に行かれたが、個々の事情がある

ということを知ってほしい。車の

中で過ごされた方もあったが、そ

の人にも事情がある。

母の家は明石だったので、しかも

被害の少ない地域だったので、屋

根が全部だめだったのに一部損壊

だと思って申告しなかった。地域

によって異なる。

地域に住むことを求めて闘って

勝ち取った人達だからそこでがん

ばって近くの公団住宅に入ってみ

んなで入って自治会活動をしてお

られる。そこまでがんばれなかっ

た人は住み慣れた地域から離れて

遠くに行かされた。今でも精神的

に大変だと思う。

頑張ったことをごね得などとい

う人もいるけれど、差別に戦って

勝ち取った立派な人達ではないか

と思う。とてもエネルギーのいる

ことだ。誤解と偏見そして行政や

警察からの軋礫・・・。

公的避難所にいないと仮設にも

入れず、公園にいた人達に復興住

宅に入るためには先ず、あいた仮

設に入るように言われた。それで

ないと復興住宅に入れない。公園

から→仮設に入ってから復興住宅

にというレールに乗らないといけ

ないようにしている。震災の教訓

といいながら前以上に規制をかけ

ている。これが教訓なのか？神戸

では今でも孤独死が多い。また、

他人同士では入居できないなどの

問題もある。血縁関係でなくても
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お互いに助け合っている人達もい

る。

YWCAの相談コーナーを行ってい

たのに、自分のことについての情

報には疎かった。相談コーナーに

来る人でも、自分のことを相談す

る人は少なかった。近所の人のこ

とを相談しに来る人が多かった。

(2004年 10月 23日／24日座談会

より）

ボランピア通信1号より抜粋 (1995年6月1日発行）

■今月の街の声
◆「大丈夫なわけないやろ」（「昨

日の強い風でテントは大丈夫でし

たか」との問いに・テント生活・

32歳）

◆ 「住みかを老人が住める街にす

るのがワシらの考えの基本や」

（灘区・再開発地域・自治会長 67

歳）

◆ 「この前歩いていたら知らんう

ちにふっと気が遠くなってな。ち

ょうど前のベビーカーにのっかか

■人はなぜテントに住むのか
「私ら地震があってからは無我

夢中で瓦礫に埋まった近所の人々

を助け出してきた。それから初め

て近くの避難所にいったらもうい

つばいで入れんかった。」「近くに

ったんやな。若いお母さんがとっ

さになかに入って私も赤ちゃんも

けがせえへんかった。病院へも運

んでくれたんやけど、名前聞いて

も教えてくれはらへんかった。当

たり前のことしただけやゆうて。

原因は過労と栄養失調やて。弁当

あんまり食べてへんかったから。

あれはでも毎日食べれるもんとち

がうわなあ」（中央区・テント在

住 •63 歳・障害者手帳 2 級を持つ）

は避難する施設もなかったし、自

然にみなこの公園に集まってきて

なぁ」「最初は避難所に入ってい

たけど、家族に障害をもっとるも

んがいて、周りにいろいろ迷惑が
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かかるやろ。結局自分から出てい

ったのよ」

テント生活をしている人々には

それぞれのもっともな理由がある。

震災から 1週間後、行政…特に

ある区の対応は公園や駐車場など

に避難するテント生活者を避難所、

避難者とは認めないという非常識

なものだった。

「もう復旧へと向かわなければ

ならないのにこれ以上避難所は増

やせない」

震災 1週間で復旧、復興である。

まだ瓦礫の下で救助を待っている

人がいるかもしれない。ましてや

■東京支援会の活動
神戸に居続けることはできない

が、自分たちの日常生活のなかで

何ができるかを考えようという気

運が盛り上がり、 1月末から 2月

中旬頃に、神戸で活動したボラン

ティアを中心に「神戸YWCA救援セ

ンター支援会」が設立された。東

どこにどれだけの人がどういう状

況で避難しているのか全体像すら

つかめていないこの時期にである。

4月25日、新聞各紙は神戸市の

方針として、 7月中に避難所を解

消することを明らかにしたと報じ

た。

「現場の人間は 7月に避難所が

解消できるなんて誰も思っていな

いですよ。仮設住宅も供給が追い

つかないし、なにしろ不便なとこ

ろが多いからね。それに公園なん

かにもまだたくさんいるしね」…

…YWCAに巡回してくる行政パトロ

ールの人たちの本音である。

京にいながら神戸とつながる方法

は…と考えた末、神戸YWCA救援セ

ンターを財政的に支援することを

思いついた。会の中心は北原さん

と鶴岡さん。 3月4日に東京 YWCA

で旗揚げの「設立総会」を開いた。

::ア,□
ぅ＇ゎご

-40-



ボランピア通信2号より (1995年7月20日発行）

■今月の街の声
◆「大きなトラックがいつこのテ

ントに突っ込んでくるかと思って

寝てられへん。こんな生活がもう

半年やからね。精神的にまいって

いるんよ」（灘区・主婦：交通量の

多い道路の歩道にテントを建てて

■なぜ仮設で人は生きられないのか
桜の季節からこれまで、毎週毎

週仮設住宅で「老人の孤独な死」

が報じられなかったことはない。

4月、住み慣れた土地から遠く離

れた「仮設」で、買い物に出て道

に迷ったおばあちゃんは雨にうた

れ、道で凍死した。自分の仮設か

ら1キロ離れた場所だった。 5月

には、亡くなってから 1ヶ月以上、

誰にも気づかれない遺体が寒々と

した「仮設」の部屋の中で発見さ

れた。 6月、中央区の仮設でも、

在日一世のおじいちゃんが道に迷

い、海へ落ちて亡くなった。

避難所やテントではすでにた＜

さんの人たちが、「肺炎」や「心臓

生活）

◆「公園にテント張っとったら、

時々石投げる人がおるねん。たぶ

ん中で人が生活しとると思てへん

のやろな」（灘区・女性：テント生

活）

病」で命を落とした。「弱者優先」

という、とても響きのよいことば

で抽選が行われた。結果として、

ガレキの荒地や、 6車線道路と高

架にはさまれて建物ごとがガタガ

夕揺れる場所、買い物に出てもお

店もなく、近くの駅まで 30分も歩

かなければ行きつけないような郊

外に、障害を抱えた人や高齢者を

囲いこむことになってしまった。

もともと人が暮らす町は、さま

ざまな世代とのつきあいで生活が

なり立っている。震災直後から被

災者に対して一貫してとられたの

は、人間の存在をバラバラにして

数合わせで管理しようという政策。
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その答えが「仮設住宅での死」と

いうとり返しのつかない形で今つ

きつけられている。

私たちが巡回しているテント村

のおじさんが実に明快に答えてく

れた。「神戸市が考えている復興

は、わしらが生きてくことと違う

て、道路とビル作ることやからな、

もとの場所に居座っている被災者

こそ、復興計画の一番のじゃま者

や。住民のことは一番後回し」。

■「公園テントに立ち退き要請へ。行政、強制撤去も辞さず。」
市民政局は仮設住宅追加建設の の公的施設に避難所を統廃合する

候補地として東灘区の中野南公園、

灘区の岩屋公園、中央区の生田川

公園、兵庫区の本町公園、長田区

の南駒栄公園などを上げ、そうし

た公園で避難生活を続けているテ

ント生活の被災者に立ち退きを迫

ることを発表。最終的には公園内

にあるコンテナ住宅などを強制撤

去する方針を明らかにした (5/27

神戸新聞）

◆神戸市は仮設建設候補地以外の

公園にも立ち退きを要請。立ち退

き先は学校避難所、それらが閉鎖

された後には地域福祉センターな

どへ移すことを発表 (6/1神戸新

聞）

◆神戸市は 7月末めどに避難所の

解消をめざし、各区で 1~4ケ所

計画案をまとめた。現在、各区で

最終段階の避難所となる施設の選

定作業が行われており、 7月中に

はこうした「施設」に集約する方

針。

「遠隔地の仮設住宅には入居で

きない」などの理由で避難所も解

消以降も残る「避難所的な施設」

の入居者には、仮設住宅と同様、

食料配給をなくす方針 (6/21神戸

新聞）

そして 7/19、「最終」とされた仮

設住宅第5次募集選結果が発表さ

れた。 13989世帯の申込に対し、当

選は 5849世帯にとどまり、 6割に

上る 8140世帯が落選。また今回の

最終募集では最初から当選をあき

らめて、応募しなかった世帯が
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2600にも上ることが明らかとなっ

た。

最初から数的に不足しているこ

とが明らかだった「最終」仮設住

宅供給計画。被災者には大きな混

乱と不安を与えた 7月末避難所解

消、配給食の停止、テント村強制

撤去といった数々の一方的通告。

「学校の避難所も閉鎖するのだ

から」と立ち退きを迫られ、今回

の募集で泣く泣く遠隔地の仮設に

申し込まざるをえなかったり、無

理やり親戚の家に身を寄せるなど

して避難所を出なければならなか

ったから。本当は行き場などどこ

にもないのに。

■ボランティア奮戦記 泣かずにはいられない
傘を杖のかわりに持ち、絵に描 やかな幸せも、一瞬にして奪われ

いたようなおじいちゃんがフラフ

ラと私の前に腰をおろした。わけ

ありの様子なので私は会館の中に

招き入れ、話を聞くことにした。

入院しているおばあちゃんのため

に替えの下着が欲しいと言う。毎

日病院に通っておばあちゃんの下

着を洗濯するのが日課となってい

るそうだ。「冷たい水道の水で手

洗いするのが辛い…」とポロリと

涙をこぼした。聞けばこの Iのお

じいちゃんは元国会議員で、選挙

で落選して以降多額の借金を抱え、

現在は生活保護を受け夫婦2人、

文化住宅でつつましい生活を送っ

ていたそうだ。しかしそんなささ

てしまった。

wさんはその大柄な体格のせい

か、か弱さをみじんも感じさせな

いおばあちゃんである。被災者な

のだから物資をもらうのはトーゼ

ンという態度に見えてしまう。私

はぶっきらぼうに「ちょっと待っ

てください」と言い、それでもW

さんに合うサイズの服と、娘さん

の通勤用の小綺麗な服を必死にな

って探してあげた。 Wさんは袋の

中を見ては急に下唇を噛みしめ、

ハンカチで目を拭き始めた。「あ

りがとう」の体に似合わないか細

い一言が、その時私にとってどん

なに嬉しかったことか。
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まだ水も復旧していない頃、お

となしそうな奥さんがYWCAの様子

をのぞいていた。「こんにちは！

お茶でも飲んで行きませんか」と

相談コーナーに誘い、あったかい

お茶を出した。奥さんはーロお茶

を口に入れると、突然手で顔を覆

い、声もなく泣き出した。私はた

だオロオロするばかり。そして奥

さんは独り言のように話し始めた。

「明石の親戚の家に風呂を借り

に行ったんやけど、あんまりいい

顔されへんかって…厄介者なんだ

って思ったら、なんか自分がみじ

めになっちゃってね。だから今、

こんなちょっとした親切が、本当

に暖かく嬉しいんよ」

ボランピア通信3号より (1995年9月10日発行）

■今月の街の声
◆「8月だけ、ここの会館使って

いい言われて、半年ぶりに畳の上

座ったらおばあちゃんが畳をなで

て、うれしい、うれしい言うのよ。

ほんまに涙こぼれたわ、畳に座っ

ただけで。 9月1日にはまた外の

テントに戻れ言われている。むご

いなあ」（中央区・テント村・女性。

8月中だけ公園内の会館に出入り

を許されたテント村住人）

■国際NGO: HI C (HABITAT INTERNATIONAL COALITION) 
「居住と人権」国際調査団 来神決定！

神戸YWCA救援センターは、神戸

の震災被害における被災市民の住

環境とそれにともなう行政の対応

に著しく問題があるという観点か

ら、これは人権問題であると考え

ている。

テント村、避難所、待機所、仮

設住宅、在宅すべての状況におい

て、国際人権規約に保障される居

住権が侵害されている。この認識

に基づき、巡回訪問（リサーチ）

先の地域の方々に近畿弁護士連合
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会への「人権救済申し立て」を勧

めた。救援センター関係で計8件

の申し立てが実現した。

また、 8月 20日の災害救助法の

適用打ち切りに伴い、弁護士と共

同で呼びかけ人となり、居住と人

権に関する国連認定NGOであるHIC

の調査団を迎え入れることになっ

た。被災後の、特に住環境に関す

る調査をお願いし、現在の状態が

少しでも良くなるように、国外か

らの働きかけを期待するものであ

る。

◆HABITAT INTERNATIONAL COALITION (HIC)：ハビタット国際連合。 1976

年に組織され、 1987年に再編成、現在60カ国以上のNGOがメンバーと

して参加している。 HICの目的は、先進国であれ開発途上国であれ、人々

が平和裏に人間の尊厳を持って生活できるような場を確保すること、ホ

ームレスや適当な家を持たない貧困者を国際レベルで護り、支援するこ

と、などである。

◆ACHR:都市の住宅問題、特に貧困層の住宅問題に取り組む NGO。HICの

アジア地域代表組織でもある。

◆調査団構成メンバー

◎スコット・レッキー（アメリカ／オランダ） COHRE事務局長

◎エンリケ・オルティス（メキシコ） HIC前事務局長

◎アロマー・レビ（インド） TARU事務局長

◎レイラニ・ファーラ（カナダ）人権弁護士

◆調査内容（神戸／東京）：神戸の被災状況の視察、震災関係NGO• NPO • CBO 

の訪問、テント村／避難所／仮設住宅等現地調査、国・県・市（行政）と

の会見、居住に関する学識経験者およびジャーナリストの訪問、記者会

見など

◆関連プログラム：居住と人権に関するシンポジウム
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■避難所閉鎖のゆくえ
◆8/14 被災者連絡会と神戸市の

交渉において神戸市当局は以下の

発言をした。「（遠隔地の）仮設に

入ることを辞退した被災者につい

ては仮設は必要でないと判断する。

また、公園等で生活している被災

者についても自立ができるとみな

し、今後のケアはしない。今後仮

設住宅を建設する予定はない。避

難所は解消されるので各区に 1ヶ

所程度作る『待機所』に移ってほ

しい。 20日から避難者が生活する

『待機所』がどこになり、どうい

う施設であるかは今は発表できな

しヽ」

◆8/18「待機所」の場所が発表さ

れる。神戸市内 12ヶ所で定員総数

1970名。避難所には約 6000名が残

っているとみられているが、その

実態にすらあっていない。

◆8/20 避難所閉鎖・災害救助法

適用打ち切り。

学校にいたくて居残っている人

がどこにいるだろうか。一切のプ

ライバシーがない雑魚寝生活を 7

ヶ月も続ける辛さは誰が考えても

すぐわかる。

これほどの長期にわたる避難生

活に疲れながらも、どうしても仕

事や病気で自分の街を離れられな

い人々がなぜこれほどまでに苦し

められなければならないのか。仮

設の落選ごとに肩を落とし、いつ

かは地元に仮設が出来るだろうと

待ち続けていた人々が「最終募集」

の要項を見てどれだけがっくりし

たことか。そこには遠隔地や lK

の仮設しかなかったのだ。そして

最終の 5次募集の抽選結果発表。

一抹の期待を抱いた場所にはずれ、

補欠の中に自分の名前を見つけた

ときの絶望感。それから 1ヵ月た

らずで「不法占拠者」という烙印

を押されかねない事態にまできて

しまった。

8月26日付け毎日新聞は「避難

所になお 3398人」と報じた。残っ

た空き仮設は2000戸ほどとなって

いる。実際には遠くて居住不可能

な仮設しか残っていないから、こ

の数字は虚しい。

このようななかで私たちは何が
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出来るのか。今考えられる数少な

い手段の一つとして近畿弁護士会

連合会・人権擁護委員会にたいす

る「人権救済申し立て」を出すこ

とをアピールし始めた。

西須磨の申し立てに続き、私た

ちが関わってきた人たちから 6件

の申し立てが出された。灘区3件、

中央区3件。灘区新在家の件につ

いては、 9月 1日に人権擁護委員

会による現地調査も行われた。

◆お風呂・炊き出しサービス終了のお知らせ

救援センターの活動の柱として続いてきた駐車場での入浴サービスと

炊き出しサービスが 9月 20 日をもって終了します。仮設入浴施設「白木

湯」はその後、須磨区の下中島公園テント村で利用されることが決まって

おり、さらにもうひと働きしてもらいます。また炊き出しは終了するもの

の、現在並行して続けられている個別配食サービスに一本化され継続され

ていくことになります。「お風呂」を提供・設置していただいた広島県白

木町のみなさん、本当にありがとうございました。

白木湯： 1995年2月 17日～ 9月 24日神戸市中央区で活躍。

9月 25日～神戸市須磨区で第二の人生を歩む。

◆救援センターお休みのお知らせ

夏休み特別活動期間終了後、救援センターは一週間のお休みに入ります。

お休み期間： 9月 24日（日） ～9月 30日（土）

◆ボランティア大募集

救援センターの活動は 10月以降も続いていきます。刻々と変わる状況

のなか、わたしたちの活動内容も当然変化していきます。自分たちの足元

を見つめる視線とはるか遠くを見通す視線、この二つの視線を大切に日々

の活動を続けていきたいと思っています。
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救援センター第五期 1995/09/24-1995/10/01 

10月から再度新体制を組むため、

救援センターを休みにし、同時に

この期間に関係諸氏の協力を得て、

居住と人権に関する国連認定の

NGO、ハビタット・インターナショ

ナル・コアリション調査団4名を

迎えました。テント村、避難所、

待機所、市街／遠隔地の仮設住宅、

被災者自身で構成された団体、被

災した個人、学識経験者、地方／

中央行政など多角的に神戸の現状

を調査し、その報告書を国連の何

らかの機関に提出してもらうねら

いです。 10月 4日には、ハビタッ

トアジア地域の加盟団体

ACHR-Japanの協力を得て、阪神淡

路大震災「今、わたしたちの居住

の権利は守られているか？」とい

うタイトルのシンポジウムを開催

しました。（神戸 YWCA救援センタ

一概要より）

ボランピア通信4号より (1995年 11月20日発行）

■今月の街の声
◆「今年の冬は寒いやろうねえ。

だって家がないんやもん」（灘区・

テント村・女性／住んでいた借家が

全壊。家主との交渉進展せず）

◆「『水光熱費がタダやしええや

ろ』て言われてな。そんなんやっ

たらテントで暮らしてみい。だれ

が好きで『おる』と思うんや」（灘

区・テント村・男性）

■国連NGOが人権調査 何よりもコミュニティ復活を
人間として生きる権利、住む権 来日した国連 NGO（非政府組織）

利が奪われている一という被災

者の悲痛な訴えに応えて 9月23日、

「国際ハビタット連合」調査団は

約 1週間、神戸市内の避難所、テ
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ント村、待機所、仮設住宅のほか

兵庫県、神戸市、厚生省、建設省

などを精力的に訪問、 10月5日、

「マリアおばさんの詩」を残して

帰国した。

連合の顧問弁護士をつとめるス

コット・レッキー氏、メキシコの

建築家エンリケ・オルティス氏ら

がもっとも不思議に思ったのは被

災地に人の姿が少ないことらしく、

案内者に「被災者はどこにいるの

か」という質問を繰り返した。

メキシコでもインドでも、被災

者は自分たちの住んでいた町に腰

をすえて復旧に取り組むのが普通。

道端や焼け跡に小屋を建て、政府

や地主と粘り強く交渉して居住権

を認めさせ居住を確保していった

という。このため仮設住宅へ移っ

た理由について「仕方がなかった」

「ほかに行くところがない」「市

の係が行けと言ったから」という

被災者の答えには合点がいかなか

った様子で「日本は民主主義国家

ではなかったか」と通訳に質問す

る一幕もあった。

インドで震災復興に関係してき

た技術者のアロマー・レビ氏は「学

者の震度予測（直下型）を行政が

隠蔽し、別の低い基準（震度5)

を決めるなどとても考えられない

ことだ」と批判し「恒久住宅の建

設は大幅に遅れ、仮設住宅の生活

が3~4年以上続きそうだ。仮設

住宅暮らしの長期化は人間として

の権利の侵害だ」と語り、パレス

チナで居住権の活動をしたカナダ

の弁護士、ラニー・ファーハ氏は

「待機所や仮設住宅の生活は、女

性や妊婦、高齢者にとっていっそ

う過酷だ」と指摘した。

調査団の結論は「まず、被災者

がもと住んでいたコミュニティに

戻り、これまでいっしょに暮らし

ていた人々とともに住める状態を

つくること」で、「先進国日本が国

連の人権規約を遵守するのは当

然」であり「まちづくりは住民参

加でーから計画をつくるべきだ」

と強調した。

調査団は、年内に報告書をまと

め、国連人権委員会と日本を含む

各国政府に送ることになっている。
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マリアおばさんの爵

いいえ、私はどこにも行き支せん。

絶対に。

彼らは私に約束した。

その遼い蜆所は天国のようなところだと。

でも私はどこにも行かない。

それは、なぜ？

あなたたちには、なぜだかわかる？

私はこの町に、子供の頃から住んできた。

町のみんなが‘、私の顔も、私のことも短っている。

私のことを、みんな「マリアおばさん」と呼ぶ。

子供たちは遼くに行き、

今、私は狐りぼっち。

病気がちで、よく寝込んでしまう。

でも町のみんなが兌べ物を運んできて、

案の飲み方も教えてくれる。

私がみんなのマリアおばさんだと短っているから。

この地をはなれてし妥ったら、

私は私でなくなるのです。

-10年前、メキシコで被災したマリアおばさんの詩一
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◆救援センター冬休み特別活動期間

宿泊：可。ただし寝袋持参のこと（無料）

食事：人数によりますが、食事当番を決めカンパ制で自炊することも考え

ています。

参加方法：必ず事前に電話やFAXでご一報ください。初めての方も大歓迎

です。

※現在、救援センターはボランティア数減少のため、火曜日は完全休業、

月／水は事務局のみ、木～日が通常活動というシフトで動いています。（た

だし、冬休み特別活動期間は無休で活動をいたします。）

1995年 12月3日 神戸YWCA救援センター

■ボランティア奮戦記
「YWCAから来ました」と言うと、 てきたことで築いてこられた、

新参者の私にでも皆さん快くお話 YWCA救援センターのボランティア

してくださる。これは震災当初か の方々への信頼の賜だということ

らずっと継続して顔を見せ、一人 がよくわかる。

ひとりと話し込んでともに過ごし

■「神戸の冬を支える会」発足
厳しい冬を乗り越えなければな

らないのは、路上生活者も同じ状

況だ。私たちも巡回訪問を続けて

いく中で何人かそのような人々に

出会い、つながってきた。今度、

この問題に取り組もうとしている

諸団体が集まり、上記の会が発足

した。冬の活動の中でも視野に入

れていきたい。
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救援センター第六期 1995/10/01 ""1998/3/31 

ボランピア通信5号より （臨時増刊号／1996年1月7日発行）

■12月20日 木枯らしに舞った避難所退去要請書
師走に入り、被災した誰もが昨 避難所解消の退去要請を発表した。

年自宅で過ごした幸せなクリスマ

スや正月との落差に、首をうなだ

れてしまいそうな中、追い討ちを

かけるように神戸市はまたもや、

市は退去要請について、 ①教育

現場の早期正常化、②待機所には

暖房設備はあるが、旧避難所には

ない、③旧市街地を含め空き仮設
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住宅が約千戸ある、と説明してい

る。しかし、待機所に移動すべく

わざわざ下見に行った避難者たち

は一応に口を揃えて暖房設備が整

っていないことを理由に移動でき

ないと判断している。

12月 19日の発表では、神戸市内

の避難者は 466世帯 997人、内訳

は公民館など待機所が 10ヶ所 300

人、旧避難所48ヶ所697人となっ

ている。

学校避難所が一応の結末を迎え

たら、行政の次の解消目標はテン

ト村に移るだろう。そしてその後

には巨大な仮設住宅群の退去期限

が待っている。すでに 1年期限の

仮設住宅からの退去騒動も起きて

いる。 1996年元旦の新聞紙上で兵

庫県が恒久住宅の見通しを発表し

た。数合わせだけの机上の計算で、

被災者が一番気にしている家賃や

建設場所にはまった＜具体的には

触れていない。神戸市でさえ、こ

の発表に実現不可能と拒否的な反

応を示している。

震災でぼろぼろになった旧居留

地では、神戸市観光局などが主催

する総工費8億円もの大金をかけ

た光のイルミネーションでトンネ

ルを作り、観光客を喜ばせていた。

たった 5日間のページェントのた

めに。

■「冬の家」開設！ これ以上、路上での死者を出したくない
私たちは公園や路上でまともに

雨露や寒さをしのぐ場所もなく、

焚き火を囲んでとりあえず過ごし

ている人たちに数多く出会った。

そうやって関わりを持ち始めた

人々の中に罹災証明を取ることが

できない人がいることがわかって

きた。それはなぜか。公的に証明

できる形で「家」に住んでいなか

ったからだ。簡易宿泊所で寝泊り

していたり、賃貸契約を結ばない

形で間借りしたいたり、また野外

で生活をされていたり。そういっ

た人々は罹災証明が発行されず、

仮設住宅への応募を初めとして、

すべての公的援助の対象外になっ

ていた。私たちは罹災証明の有無

で救援をより分ける事を選ばなか
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った。 同じ状況にある人たちを線

引きする事はできなかったのだ。

街に巡回に出ては、いろいろな人

と出会い、話を聞いていった。

世間で「ホームレス」

にされている人々が、それぞれの

個人史を背負っていることにだん

だんと気づいていく。

と一括り

高齢や病気

で日雇いの仕事もできなくなり、

廃品回収等でほそぼそと生計をた

てても、その日なんとか食べるだ

けで精一杯だ。体調を崩してどん

どん衰弱していくある男性を目の

前にして、野外で生活していくこ

との不安定さを初めて噛みしめた。

そして、病気になっても医療を受

ける体制が十分でないこと、働け

なくても生活保護を受給できない

こと、 とくに神戸市の野外生活者

に対する福祉が極端に貧弱なこと

がわかってきた。

この状況を変えていくために神

戸市行政への働きかけを数団体と

共同して夏前から始めたが、まと

もな返答はいまだかえってきてい

なし‘。 たくさん死者が出ているの
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に、現行の制度で問題がないとい

うのが神戸市民生局の態度なのだ。

このような中で厳しい冬をともに

乗り越えていく体制作りのために

「神戸の冬を支える会」を結成し、

12月20日から神戸市庁舎南隣の公

園にて冬の家を開設した。

ひとりの人の「死」を重みとし

て受けとめ、深く悲しみたいと思

う。震災で 6000人以上の死者をだ

したうえに、自殺、孤独死、路上

での死があいつぐこの神戸で、私

達が生きていく出発点はそれしか

ない。そして、ほんとうに人が人

として生きていける街の再生を目

指していきたい。

■「人権救済申し立て」その後 近弁連が県・市に要望書を提出
避難生活状況改善の手段の一つ

として、西須磨と新在家にある 2

つの避難所は近畿弁護士連合会に

対し人権救済の申し立てを行った。

◆1月17日、神戸市役所前で「地震から一年！追悼と連帯の集い」（主催・

兵庫県被災者連絡会）が行われます。「花一輪とメッセージ（追悼文・怒

りのメッセージ等）をもって神戸市役所に集まろう」というものです。救

援センターでは1月 17日は静かに過ごしたいため、センターの主催する

特別なイベントはありません。

ボランピア通信6号より (1996年3月10日発行）

■今月の街の声
◆「業者がトイレ交換しに来たん

かと思とったら、市の人間が『人

数少なくなったし、 トイレ持って

きます』って言いよんねん。『アホ

か。 トイレが必要なことに一人も

百人もあるかい。持っていったら、

この辺で大小ぶちまけるで』って

言ってやったらそのまま帰ってい

ったわ」

（中央区・公園で自作小屋暮ら
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し •54 歳・男性／公園の仮設トイ その公園には公衆トイレがない）

レをめぐる市職員との攻防を語る。

■家を探す
右手に握りしめた間取り図には、

家賃7万6千円。関西方式で家賃

の 10倍が相場の 70万円の敷金は、

まあ納得するとしても敷引き

（注：退去時に返還されないお金）

がなんと 50％の 35万円だ！ ！「え

え、これで 7万以上の家賃、しか

も敷金の半分も引かれるの、そん

なアホな」。

「業者の私が言うのもへんです

けど、最近はっきり言って敷引き

率はあくどいですよ」「あかん、ち

よっと考えさせてもらいます。ね

え、こんな調子やったら、この町

に住んでいたおじいちゃんやおば

あちゃんも、帰ってこれへんやん」

不動産屋のおにいさんは、私の返

事にちょっと気を悪くした表情の

まま、こう言った。「最近の大家さ

んは、なんぼお金があってもお年

寄りには部屋貸したがらへんので

すよ。市や県がアパート建てへん

かぎり、お年寄りには家ないんと

ちがいますか」わたしはあきらめ

た文化住宅の間取り図を小さく小

さく折り畳んで上着のポケットに

つつこみながら、返す言葉が見つ

からない自分にいらだった。

■避難所解消通告 いやがらせも続発！
去る 2月22日、各新聞紙上で報 になっている。さらに「立ち退い

道されたとおり、神戸市は 3月末 てもらうために強制代執行など法

日までに旧避難所・待機所を「解 的な措置も検討」（朝日新聞）など

消」するという方針を発表 (2/21) 

した。避難者には空き仮設住宅を

斡旋するとのことだが、この斡旋

も公式には 3月末で終了すること

とも報道されている。

このような動きの一貫なのか、

私たちの元に近頃「いやがらせ」

「いじめ」の情報が連続して入っ
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てきている。世帯数の減った公園 旋。

の生活者のところへ市職員が行き、 親戚などに間借り同居してい

「1世帯で 1個のトイレはぜいた

く」などと言い、 トイレを撤去す

るとちらつかせたり、ある公園で

は不在中に本当にトイレを持ち去

った。ある待機所では「今回が最

終の仮設の斡旋だから、これを蹴

ったら路上で寝ることになります

よ」と災害対策本部の人間が避難

者に脅しをかけている。

県外に避難していた人には「郊

外しか空いていない」と言い、市

街地から最も遠い場所の仮設を斡

■給食サービスー出会いと別れ一

た人については「災害救助法の解

釈では避難者と認められないので、

仮設住宅を斡旋する必要はないが、

かわいそうなので郊外の仮設ぐら

いなら入れてあげる」と神戸市民

生局は言明している。

公園で避難生活をおくる人が

「市街地の仮設に入れて欲しい」

と斡旋相談窓口にいったところ、

「（我々は）公園のひとを差別して

いる。六甲アイランドかポートア

イランド以外はダメ」といわれた。

5月から配食していたある家族 速に悪くなりついに、帰らぬ人と

について書きたいと思う。震災で

母親を亡くし、父親と姉弟の一家

であるが、姉は病身であった。母

親が健在であった時はわがままも

許され、姉弟げんかも出来た。し

かし母を失ってから彼女は自分が

がんばらなければと、避難所の不

自由さの中でも家事を一手に引き

受けてがんばっていた。そのため

なのか、一進一退であった病が急

なってしまった。

彼女の亡くなる一週間前に病院

を訪れた時、かわいいお雛様が脇

のテーブルの上にあった。「かわい

いね」と言うと「お雛様の歌あった

ね」と彼女、「明かりをつけましょ

ぼんぼりに…」と歌ってみると「そ

う！ それそれ！」と言ってその後

を一緒に歌った。さらに 2番まで

歌う彼女に「よく覚えているのね」
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と言ったらにつこりしていた。「疲

れるといけないから帰るわね」と

言っても思い出したように何か話

しかけてなかなか離してくれなか

ったし、別れる時にしつかり手を

振っていた彼女の姿を忘れる事は

出来ない。

震災で妻を、そして今また娘を

亡くされたご主人、そして、母と

姉をなくした弟さん元気を出して

ください。今しばらく週一回お食

事を届けますから、そのうち自分

で作れるようになって下さいね。

◆冬の夜の「夜回り」活動

「冬の家」は1月中旬に撤収しましたが、神戸の冬を支える会の活動は

続いています。救援センターでは2月の毎週土曜夜、支える会のメンバー

とともに、この厳しい冬、路上で生活されている人々を支えるために近隣

の夜回り活動をしました。

◆勉強会の報告

救援センターでは月 1回の全体ミーティングの折に学習会をしています。

「生活保護とは何か」 「震災と野宿者」 など、日々の活動で必要になって

くる切実な知識・テーマを毎回取り上げています。
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阪神・淡路大震災の被災者救援を行ってきて、

今、切実に国家に望むこと

1. 個人補償を実現せよ

1996年 1月 15日

神戸YWCA救援センター

今回の震災で家屋・家財・肉親・職業等を失った者にとって、すべてを自力で再

建していくのは非常な困難を伴います。震災による物理的・精神的打撃は計りしれ

ず、今や被災地では深刻な失業・産業不振の下、家賃の高騰やローンの返済に苦し

み、「住みか」を見つけることもできずに明日の見えない暮らしをせざるを得ない

状態が定着しつつあります。島原・雲仙又は奥尻において支給されたのと同レベル

の金銭的補償がなされれば、それを第一のステップとして被災者は生活の再建に取

り組むことができるはずですが、現実には全壊・全焼世帯で 24万円（神戸市内・

日赤、県、市の義捐金すべてを含む）が渡されたにすぎません。

私的財産を国家が補償するのは「資本主義に合わない」「わが国の法制度に適応

しない」という理由でできないとの見解がこの 1年とられ続けて来ました。しかし、

ノースリッジ地震の際のアメリカ合衆国・ FEMAの対応をみれば、このような理由

に固執する必然性はないことがわかります。ノースリッジにおいては「国土の復興

は人々の生活の復興からしか始まらない」という基本理念のもとに震災3日目にし

て補償金が支払われています。

個人補償をもって本当の街の再建力となる事が国家の責務であると強く思いま

す。

また、現在、困窮している世帯については早急に措置がとられるべきです。当面

の現実的な対応策として生活保護制度の運用が妥当だと考えます。しかし現実には

災害救助法適用下、避難者の生活保護申請は申請の前段階で却下され、 8月20日

以後待機所や旧避難所、テント村で生活せざるをえない被災者には住所用件などの

壁が立ちふさがり、厳しい制限が加えられています。

2.恒久住宅の建設にあたって

震災1年を経て、今、被災者が切実に求めてやまないのは、生活の基盤となる安

定した恒久住宅の確保です。

＊希望の場所に恒久住宅を

まず、恒久住宅は被災者の生活実態に見合ったそれぞれの生活が成り立つ場所に

建設されなければなりません。

＊「住める」家賃で
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恒久住宅建設までの避難生活で更に年齢を重ねる老人世帯に、 1カ月 9万、 10

万といった家賃設定では現実の入居は不可能です。被災者の経済状況に見合った住

居費、震災前の住居費に準じた住宅が供給されねばなりません。

＊住民参加を基本に

恒久住宅建設においては、計画段階からまず当事者である住民に情報を公開し、

計画作成においてその意見が尊重されなければなりません。住民参加と合意をまず

前提とし、街の再建に不可欠な住民のコミュニティーが再生し、生かされる恒久住

宅建設が望まれます。

＊避難生活の住環境の改善を

震災後1年になろうとする現在も「生活の成り立たない」仮設住宅に入居するこ

とができず、劣悪な住環境の「旧」避難所、待機所、公園テント村での生活を余儀

なくされている避難者が数多く存在しています。仮設住宅入居後の暮らしも不安定

な避難生活の延長であることに変わりはありません。

援助は、長期にわたる避難生活に耐えた被災者の生存権を守るために不可欠です。

環境改善が急務です。

いかなる状況、理由においても強制立ち退きを行わないこと

最後に上記すべての前提として、さまざまな場所で避難生活を送る被災者に安定

した恒久住宅が確保されるまで、意に反した立ち退きや統廃合が行われないこと、

立ち退きにつながる心理的、物理的圧迫が加えられないことを切に求めます。

国連人権委員会は 1993年3月 10日に「強制立ち退きに関する決議」を日本政府

を含め、 53カ国の代表が満場一致で採択しています。この中で全ての人が平和と

尊厳のうちに生活できる安全な場への権利を持つことが明言され、人や家族や集団

を無理やりに家庭やコミュニテイから連れ去ることによって住宅と生活条件を劣

悪なものにする強制立ち退きという行為を否定しています。そしてこれを防ぐ究極

の法的責任は政府にあることが強調されています。

3.政策の方向転換を

震災後の死者が 800名にものぼるのを見ても、「なされるべきことがなされずに

いる」ということがわかります。

被災自治体、とりわけ神戸市では震災前の累積赤字の上に震災の打撃が加わり、

市職員の大幅なリストラ計画を掲げているような状況です。

被災自治体で負いきれない部分は国が主導権をとって、自治体の政策の誤りを是

正すべきであると思います。
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生活保護

避難所やテント村で生活する被災者や、野宿生活者の生活保護申請が受

理されないという事態が続く中で、ボランピア通信では、連載の形で 6号

から 8号まで、生活保護についての解説をしていただいた。以下はその要

約である。

生活保護制度は、憲法25条で定

められた生存権を具体化するため

に設けられた制度である。健康で

文化的な最低限度の生活を保障す

るための、本来は弾力的な制度だ

が、現在の運用の仕方は硬直化し

ている。今回の大震災で、生活保

護制度が機能を果たせば、被災者

の生活安定、生活再建に大きな役

割を果たせただろう。

避難所からの生活保護申請につ

いて、神戸市民生局は「食事・衣

料等、現物での供与により必要最

低限の需要は、災害救助法等によ

り賄われる」として、対象外とし

た。しかし避難所の生活は健康で

文化的な生活から程遠く、そもそ

も災害救助法による食事の給与は

被災者の食生活を応急的に保障す

るもので、生活保護の要否判断の

対象とはならない。

避難所が廃止され食事の給与が

ストップした後も、神戸市民生局

は、旧避難所・テント村を安定し

た居住地と認めず、仮設住宅への

入居を約束したものだけ保護の対

象とする方針を打ち出した。しか

し厚生省の問答集では、洞穴も居

住地として認めるとされている。

生活保護には、生活困窮の原因は

問わず、生活に困窮しているとい

う経済状態だけに着目して保護を

行うという「無差別平等の原理」

がある。

また、第二次義援金と見舞金も

収入認定の対象とされた。厚生省

の方針ではなく神戸市の判断であ

って、東京都のように義援金は収

入認定対象外とした例もある。健

康で文化的な最低限度の生活を保

障するという生活保護の目的から

すれば、何でも収入認定して、保
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護費を減らすということにはなら

ない。

保護申請をしに行っても、所持

金が 10万円を切った頃にまた来る

ようにと言われることがある。し

かし厚生省の通達では、保護開始

前に受けた災害等による補償金、

保険金、見舞金は、自立更生にあ

てる時は保有を認められる。すな

わち所持金が将来の生活再建に役

立つと判断できれば、保護は適用

できる。

福祉事務所が申請を受けつけな

いということはできない。申請以

前にあきらめさせられていること

が問題なのである。申請意思のあ

る人が申請用紙をもらえず、やむ

なく帰ると、本人に申請意志がな

かったとされてしまう。いったん

申請が出されれば、福祉事務所は

保護の要否等を二週間以内に決定

し通知しなければならず、却下の

場合は法に基づいた理由を、保護

を廃止する場合には保護を要しな

い状態であることを、明記しなけ

ればならない。

厚生省や自治体の権利侵害的方

針が今の状態を生んだ原因だが、

社会の生活保護への偏見・無理

解・差別がそれを支えている。こ

れからは保護申請者・受給者をサ

ポートできる体制とともに、オン

ブズマンのような活動・組織も必

要だろう。

ボランピア通信7号より (1996年5月20日発行）

■今月の街の声
◆「地震は死ぬほど怖かったが、

国や市のやり方はもっと怖かっ

た」（中央区・公園でテント暮し・

男性）

◆「こんなんして暮らしてる人間

がもうそんなにたくさんいないと

思うと、時々ごっつう恥ずかしう

なるよ」（中央区・公園でテント暮

し・男性）

◆「家の解体のときも辛かったけ

ど、今度はね、帰る場所がほんと

になくなってしもうたんやから、
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がっくりきてね。お母ちゃんに『わ

しら、居るところがここしかない

なあ』と自分でゆうて涙が出てき

た。小さくても安らげる家がほし

い。ほんまにほしい」（灘区・公園

暮し・男性／自宅は全壊してロー

ンだけが残る。商売もまだ軌道に

のらず、ローン返済のメドが立た

ないため、自宅跡地を売却）

■交渉実る！ 神戸市、避難所・待機所「3月末解消」撤回！
仮設住宅のあっせんも継続

神戸市は去る 2月21日「阪神大

震災の被災者が生活する待機所や

旧避難所、公園のテント村などを

3月末を目標に解消し、併せて仮

設住宅のあっせんを原則的に終了

する」そして「避難者に立ち退い

てもらうために強制代執行など法

的な措置も検討する」という内容

を一方的に記者発表した。

しかし、当然のことながら被災

市民の反発が相次ぎ、兵庫県被災

者連絡会を中心に交渉が続けられ、

ついに 3月28日、神戸市は「 3

■「解消」撤回、その後
「3月末で仮設住宅の斡碇は終了

しました」と電話の声がむなしく

響く。

そんなはずはないでしょう。確

月末解消」を断念、「仮設住宅のあ

っせんも引き続き行う」と実質的

な撤回を表明するに至った。

3月末解消方針のもと、 2月か

ら3月にかけて区職員による避難

者に対する嫌がらせや圧力が続い

た。 トイレが知らないうちに撤去

されたり、仮設住宅相談窓口で「テ

ント村避難者は斡旋しないよう差

別している」と言われたり。しか

し度重なる交渉により、問題も解

決し、ついに「解消」撤回が勝ち

取られた。

かに神戸市は 3月末解消、仮設住

宅斡旋終了の方針を新聞紙上で通

告した。しかし、この通告は被災

者団体の地道で粘り強い交渉によ
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り撤回され、避難者を不安に陥れ

たとして市側が謝罪したのだ。こ

のことは、あらたに新聞紙上に掲

載された。

ところがである。 4月に入って、

仮設住宅入居を希望する人が、仮

設斡旋窓口や電話で上記のような

アナウンスを受けた。さらに4月

19日の神戸新聞には「空いている

仮設なぜ住めぬ？ただいま 5800

戸」という記事が載った。震災で

建てられた仮設住宅は4万8千戸、

そのうち 10％が空き仮設となっ

ているのに、市は今後の仮設統廃

合に備え、空いたままにしておき

たいというのだ。生活再建本部は

コメントの中で「個別の事情には

応じることもある」と表現してい

る。この「個別の事情に応じて」

というのが大変なくせ者。言い換

えれば「個別にしか情報は教えな

い」ということ。それもごく限ら

れた情報だけを。

被災者全員に「個別の事情」が

ある。ひとりとして背景が同じ人

はいない。だから「個別に事情に

は応じることもある」ではなく、

全員の事情に応じるべきであり、

そのために情報をきっちりと公開

する必要があるのに。

夜、テレビで芦屋市での仮設住

宅解体の映像が映し出された。報

道内容は「初の仮設住宅解消」と。

「入居してはった人、恒久住宅

に移れた人よりも他の仮設に移動

した人の方が多いねんて」

数日後、街で人々はそうつぶや

いていた。

■第2回国際連合人間居住会議「ハビタット 1I」
被災地の声を世界ヘ ハビタット II参加準備会事務局

◆ハビタット 1Iのあらまし

6月3日から 14日までトルコの

イスタンプールで開かれる「第2

回国際連合人間居住会議（ハビタ

ット II)」は 1976年の第1回バン

クーバー会議以来20年ぶり、今世

紀最後の大規模な国連会議になる
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と見られる。

会議の主な目的は、社会的弱者

の要求や負担に注意を払いながら、

長期的な視野に立って住環境の悪

化を阻止し、最終的にはすべての

人々が耐えられる程度まで環境を

改善することだ。「膨張する都市

を直視しながら、避難所と生活環

境の改善を急逮、世界規模でスタ

◆日本における「居住の権利」

わが国では住宅問題は一応解決

したとされてきた。しかし、阪神・

淡路大震災後 15ヶ月過ぎた現在も、

約 9万人が住み慣れた土地から追

い出され、人間らしい居住に適さ

ない仮設住宅での生活を強いられ

ている。大震災は「豊かな日本」

で基本的には解決しないまま隠さ

れてきた「居住問題」を、一挙に

表面化させたといえるだろう。

①震災から 3ヶ月を経ても仮設

住宅に入居できない避難者が存在

すること。また、②仮設住宅に当

たったとしても人々が抽選の名の

もとに遠隔地や見知らぬ街に散り

じりにされ、従来のコミュニティ

ートさせよう」という提案はその

まま大震災被災者の要求にも直結

する。

今回の会議で最大の論点は「す

べての国の市民は適切な住居に対

する権利を保障される」という一

節で、日本、米国の反対で全体の

合意にいたっていない。

ーを崩壊されたこと。③災害救助

法の適用打ち切りと避難所解消、

および待機所への移動が行政側か

ら一方的に通告され、一転して避

難者から不法占拠者扱いを受け、

各地の公園を含む避難所で精神的、

身体的に強制的立ち退きに近い

「追い出し」が行われたこと。以

上のような状況は、人権問題であ

り、著しく「住む権利」が侵害さ

れていると判断される。

ハビタット IIに参加し、発言す

ることによって、批界の「社会的

弱者」と連帯し、人間としての権

利をかちとるためには何をしなけ

ればならないかを学びとりたいと
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考えている。

◆神戸 YWCAのハビタット IIへの取り組み

神戸YWCA救援センターは昨年九 での活動を維持するのが精一杯で

月、国連 NGOの居住・人権調査団 あるのが実情だ。しかし、被災地

(HIC)を招いた際「居住と人権を

考える会」の事務局となった関係

もあり、ハビタット IIに関心を持

ち続けてきた。

救援センターは、灘区と中央区

において 100名弱の公園でのテン

トおよび簡易小屋で未だに避難生

活を送る人々の巡回訪問を続けて

おり、ボランティアの減少や社会

の関心が薄れていく状況で、現場

の状況に良い変化が見られず、し

かも被災弱者と呼ばれる人々の心

身、経済状況はますます悪化して

いる。この状況を打開するために、

神戸からイスタンブールヘ、ぜひ

とも被災した市民を送り出し、神

戸および被災地の現状を広く訴え

ようと考え、独自に取り組みを進

めてきた。

ボランピア通信8号より (1996年10日8日発行）

■今月の街の声 「世界編」
◆「神戸が来て、これで全部そろ

った」（アジア太平洋NGO連合のア

ジアパシフィックテントで；NGOフ

ォーラムが始まって数日後に遅れ

てテントに顔を出した（ザ・ボイ

ス・フロム神戸のメンバーに対し

て／コーディネーターのディンキ

-＝リリマン氏・女性）

◆「どうして日本政府は神戸の被

災者に金銭的援助をしないのか、

金持ち国なのになぜ？」（ザ・ボイ

ス・フロム神戸の展示ブースで；

被災者に公的補償がないという説

明に対して／開場したばかりの展

示ブースを訪ねてきた韓国の NGO

のメンバー・女性）

-66 -



◆ 「東京都としては（新宿での フォーラム主催・東京都との対話

1/24の立ち退き行為を）『強制撤 集会で会場からの質問に対して／

去』とは考えていない」（日本 NGO 東京都国際課職員・男性）

■災害復興公営住宅、一元化募集」からみえてきたもの
◆市街地で低家賃の住宅に住みたい

兵庫県が今年2月に実施した仮

設住宅全戸調査の結果を見ると、

仮設住宅居住者の 56.5％が市街地

の恒久住宅を希望している。

先の県仮設住宅全戸調査で、仮

設住宅入居者の訳 37％が年金・恩

給生活であり、年間の総収入は 100

万円未満と 200万～300万未満合わ

せて、全体の 46.5％が低所得者で

あることがわかった。また、世帯

主が 65歳以上の高齢者世帯が4割

を占める。しかも、震災前に住ん

でいた住居の家賃は付き額3万円

以下という人々もほぼ同数の4割

に達する。また、仮設住宅入居者

◆恒久住宅の数と質

仮設住宅居住者だけでも約 9万

人。半数を占める高齢者・低所得

者層に加え、避難所、待機所、親

戚・知人宅、県外避難者などあら

ゆる被災者を含めると、ある学識

のうち、 12％が生活保護受給者で

あり、その受給割合は県全体の 8

倍にもなる。

この調査結果に象徴されるよう

に今回の震災は、社会的弱者を直

撃したものであった。震災後、職

を失い、収入を絶たれた人々も多

い。震災失業者は約 18000人。（神

戸新聞）

住宅復興計画はこうした事実を

ふまえ、高齢者・低所得者層など

の社会的弱者をじゅうぶん念頭に

いれて立案されなければならない

が、この場合、立地条件や戸数と

ともに大切なのが、家賃である。

経験者はミニマムでも 17万戸の恒

久住宅が必要であると予想してい

る。しかし、現在、県が発表する

公益の復興は 38600戸だ。

7月に実施された災害公営住宅
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の一元化募集の結果が先日、発表

された。今回募集の対象となった

8600戸こ対し、応募総数は 38500

世帯。倍率は 4.5倍。しかし、神

戸市営住宅の倍率は中央、長田、

兵庫の 3又では 20倍を超えた。応

募の 6害は仮設住宅入居者からだ

った。 (9月 17日神戸新聞）

抽選結果、当選者のうち仮設住

宅入居者は応募と同率の 6割。見

切り発亘の形で実施された一元化

募集。結果、被災地から遠隔の団

地群は募集割れが続出し、現在の

隣人関伊を大切に思う仮設や避難

所の人バまグループ応募を認めら

れないム回の応募を見送った。元

いた街に戻りたいという強い願望

は、市街地3区の競争率を 20倍に

まで跳れ上げた。

入居希望者の大半が高齢者であ

ることを考えても、数合わせの小

さな箱のような部屋が並んだ遠隔

地の巨大団地群が建てられても、

避難者は魅力を感じないであろう。

「生きる力」がみなぎるような住

環境が整備されないと、人はあま

りにもはかなく消えてしまう。そ

れは、仮設住宅での孤独死が 100

人を超えてしまったことに象徴さ

れてはいないか。

住宅は公的財産であり、社会政

策として、この人権の器を守るこ

とは政府の責務といえる。そのこ

とは、今回の震災での「住まい」

に関する闘いで痛感した。欧米で

住宅は公的財産との社会常識が一

般化しているなかで、日本政府の

姿勢は逆行している。

■第2匡国連人間居住会議「ハビタット Il」
「被災地の声を世界へ／ザ・ボイス・フロム・神戸」帰国報告

第 2匡国連人間居住会議（ハビ

タット I) がトルコのイスタンブ

ールで、 ~996 年 5 月 30 日から 14

日まで匡罹された。

この国連会議に阪神・淡路大震

災の被災地から、地域住民やボラ

ンティアなどの支援者が総勢35名、

参加した。

-68 -



これに先立ち、同年 1月と 5月、

フィリヒ°ンのマニラにて行われた

民間レベルでの準備会にも、メン

バーが出席している。

私たちは主に NGOフォーラムを

舞台に、被災地での居住権侵害の

実態を世界の人々に訴えると同時

に、世界の各地で居住権確立のた

めに闘っている人々との語らい、

■住みたい所、住みやすい家
日本も批准している国際人権規

約には、「批准国は、その国のみん

なが人間としてふさわしい食料、

衣類及び居住を含む、人間として

ふさわしい水準の生活をおくる権

利を認める。批准国はこの権利が

守られるようにそれなりの措置を

とるようにする」とある。

この国際人権規約のなかでも、

今までは「衣・食・住」とひとま

とめにされてきた「居住」の部分

を、独立した基本的な人権の一つ

として認めようというのが、今回

トルコのイスタンブールで行われ

た第 2回国連人間居住会議（通

称：ハビタット II)の大きな目標

出会い、ともに学びあうことがで

きた。 140ヶ国約2万人が参加した

今回の国連会議の盛大の成果は、

「人間としてふさわしい居住への

権利」が基本的な人権として確立

されたことである。この成果を被

災地の、そして日本の今後に生か

していきたい。

だった。

神戸YWCA救援センターを事務局

にして、被災地からハビタット II

へ参加するグループ「ザ・ボイス・

フロム・神戸」が結成された。目

的は震災の被害の大きさを世界に

訴えにいくことではない。被災地

で起こっていることがまさに人権

の、特に居住の権利の侵害である

という点を、居住権の侵害と闘い、

その権利の確立に向け努力してい

る世界中の人々とともに再確認す

ること。同時に世界各国の人々と

経験をお互いに交流し、学びあい、

励まし合うこと。そして知恵とカ

をわけてもらうこと。
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イスタンブールに来て、世界の

居住権獲得の取り組みを数多く知

るなかで、全世界にその「不法占

拠」を続ける人達のなんとまぁ、

あっけらかんと多いことよ、と驚

しヽた。

この「不法占拠」を最近では、

カで排除するのではなく、そこに

住む住民の権利を行政側が認め、

その人たちを同じ市民として扱う

方向になっている。そして、この

方向が全世界の流れになりつつあ

る。なぜなら、人間が「生きる」

ためには「住まい」が必要で、そ

れを「不法」かどうかということ

だけで取りあげても、なんら解決

にはならないからだ。それよりも、

現にそこに人が住み生活をしてい

る事実を大切にして、そのような

住まいをいかに改善し、人が生き

ていく環境にふさわしいものにし

ていくかが今、住民と行政の共通

の課題となっている。

住民が勝手に自分達のプロジェ

クトを立ち上げ、住環境を整備し

ていく。政府、自治体がその取り

組みの実績と成果を認めざるを得

なくなってしまうような、行政の

枠組みを住民自らが乗り越えてい

くような運動が世界各地で盛んに

なっている。

震災後の神戸の状況は、驚きを

もって世界の人々に受け止められ

た。「日本ほど金持ちの国がな

ぜ？」というのが、正直な感想な

のだろう。

11年前に同じように都市型の大

地震を経験したメキシコの被災者

の人が、僕たちのやった討論会に

駆け付けてきてくれた。そして、

メキシコでは、被災者が近郊の都

市へ移住させられそうになったの

を団結して食い止め、元いた所に

みんなが戻れるように運動してき

たという体験を語ってくれた。

日本政府は今回のハビタット Il

で採択された決定事項を「法的な

強制力はない」として、極力無視

していこうとするだろう。だが「人

が生きていくのには人間の生活に

ふさわしい住まいが必要であり、

そうした住まいをみんなに保証し

なくてはならない」ということが

世界規模で確認されたのである。
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「居住の権利」は「人が人とつ

ながり」「人が人として生きられ

る街」をつくりあげていくための

豊かなよりどころになる。

■「居住の権利宣言」の採決そしてその意義
宣言や行動計画が決まってもす

ぐ何かが変わるわけではない、自

国でどう取り組むかが大切、とい

うのは多くの人の意見であった。

私もその通りと思う。日本政府・

自治体の現状は、居住の権利保障

からはほど遠い状態にある。阪神

大震災被災者への仕打ち、新宿の

ホームレスの強制退去等々。私が

何より問題だと思うのは復興住宅

計画の策定に、ハビタットが掲げ

た市民（被災者）参加のないこと

である。居住の権利とは、住まい

の確保だけでなく、居住政策の作

成にも参加する権利のことである。

この権利宣言は、私たちの大きな

武器になることだろうと思う。世

界の人たちとの連帯も進めたい。

（ハビタット II活動報告書より）

ボランピア通信9号より (1997年3月23日発行）

■今月の街の声
◆「夜中に喉が乾いて目が覚めて

な、いま自分が公園にいるという

ことを深々と痛感して、俺はいっ

たいここで何をしているんやって

思うことあるんよ。」（中央区・公

園暮らし・男性 震災 1年後の春

から仮設住宅の斡旋はおろか公園

からの立ち退き要請、市職員の訪

問さえない。）

◆「わたしら震災直後はテレビも

ラジオも何もなくてな、この前テ

レビの震災 2周年特番で、初めて

長田の火事や阪神高速が倒壊して

いるのを見たんよ。胸がいつばい

になったわ。」（中央区・公園暮ら

し・女性）

◆ 復興、復興というけど早すぎ

てついていけんわ。車で例えてみ
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たらまだエンジンも掛かっていな

いのに発車しろと言われているよ

うなもんや。だいたいまだ2年し

か経ってないやんか。」（中央区・

男性・公園暮らし）

■「なんで住むとこないねン」
「神戸の冬を支える会」の 96~97

年の越年活動は、兵庫区の湊川公

園で 12月 25日から 1月 10日まで

行われた。今回の越年活動は前回

と違って、泊まり込みのテントは

張らずに毎日正午より夕方 5時ま

でという限られた時間の中で、医

療相談、生活相談をはじめとした

相談コーナーやパプテスト連盟の

炊き出し(12月 30日ー 1月4日）

を中心にその前後の期間はカップ

三度召の冬が来た

十ニガ妥た来たれり

(iiJぞこの冬の寒さや

て過ごすことと、当事者の声を集

めて今の困難な状況を少しでも良

くしていこうというものである。

「仕事さえあれば」、「住むとこさえ

あれば」といった、野宿を強いられ

ている人たちの切実な声を、神戸

市に対してぶつけ続けていくこと

によって、今の困難な状況を変え

ていくことができると考えている。

ラーメンやコーヒー、お茶などを にんべ`んに/<l尉埒みよじ言～と加＼
泣9：T炉’．／--曰

提供し、各グループの日常活動を

相互乗り入れのようなかたちで行

うことにした。

今回、「なんで住むとこないね

ン」をテーマにして越年活動をし

た理由は前回の越年活動と同様、

寒くつらい時期を仲間で助け合っ
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■ザ・ボイス・フロム・神戸 96年9月29日集会報告

集会報告当日には、 100名を超え

る参加者が集まった。

ハビタット 1Iで焦点となった

「居住の権利」の視点から、当時（今

もだが）緊急の課題であった恒久

住宅（災害復輿住宅）の問題を取り

あげることにした。

集会は、ハビタット 1I参加のき

っかけとなった、HIC調査団との出

会いから今日までを解説するスラ

イド上映で始まり、その後、日本

住宅会議のメンバーが、独自の視

点と試算により、恒久住宅の供給

数の不足をはっきりと指摘した。

現行の恒久住宅供給計画は、この

他にも、家賃補助の不充分さ、立

地条件の悪さ、建物自体の劣悪さ

など多くの問題を抱えているとの

ことである。日本政府が、官報で、

「ハビタット IIでは居住の権利は
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認められなかった」と（誤った）解

釈をしている点も指摘され、会場

がどよめいた。

続いて、灘区のご夫妻から、仲

間といっしょに、共同立替住宅を

建設するに至ったお話を聞かせて

いただいた。

須磨区で、地域の自立のために、

避難所・待機所・仮設住宅などに

住む人たちが交流できる集会所を

建設し、配食サービスなどの活動

を行っている方々から、報告があ

■神戸空港計画を探る
神戸市は、神戸空港建設を求め

る設置許可の申請を 11月 12日に

行い、すでに運輸省との間で事前

折衝を終え、 97年度中に政府決定

される見通しとなっている。 96年

11月28日には、地方港湾審議会を

開催し、市民不在の中、わずか 30

分の論議で市が提出した原案をそ

のまま強行承認した。

さらに、暮れも押し迫った、人々

が一番出にくい日程である平日の

12月 19• 20日には、運輸省の航空

法に基づいた神戸空港公聴会が開

った。

最後にボイスのメンバーでもあ

る神戸大学名誉教授が、「居住の

権利」のもう一つの要素である住

民・市民参加の重要性を力説した。

居住の権利をお題目で終わらせ

るわけには行かない。ザ・ボイス・

フロム・神戸は、この集会をもっ

て、当面の活動を終えることにな

ったが、これからも、私たち一人

ひとりが、「ボイス（声）」であり続

ける必要があるだろう。

かれた。

この日は 350人という公述人申

し込み者があり、この問題への関

心の深さが伺えた。賛成派の傍聴

者数が、空港関連関係者の動員に

よって 300人、一方反対派は 40~

50人程度だろうとの予想を聞き、

YWCAのスタッフ、会員にも呼びか

け出席した。会場は久しく体験し

ないほど熱気に満ちていた。

公述人に立った賛成派は、市助

役、商工会議所会頭、市議会議長

（中立の立場の人が一方の公述人
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になれるのだろうか？）を中心に、

空港関連の産業界、企業人が名を

連ねていた。「震災を早期に乗り越

え、神戸復興をするためにも、中

期、長期的に経済を考え、空港建

設が必要」、「空港建設で雇用の安

定、産業の活性化につながる」等、

ほぼ歌い文句のごとく、同意見が

延々と続く。むろんデメリットの

部分にはほとんど触れない。

それに対して、職業も性別も服

装も多彩な反対派の人々は、「こ

■わいわい談話室報告
避難所から仮設住宅の過程でば

らばらにされてしまった地域をつ

なぐ、ひとをつなぐことから始め

ようと、 YW談話室を企画した。

第 1回目は 11月 17日（日）に開

催。初回にもかかわらず、巡回先

から 10名の方が参加してくださっ

た。この日は特にテーマを定めな

かった。 再三に渡る立ち退き要

請にまいっているという話など、

シビアな問題も語られた。参加し

てくださった方それぞれに大変な

事情を抱えておられる。

の小さな空域の中で 3つの空港が

必要か」、「震災後の生活再建もま

まならない現状で、膨大な額にの

ぼる財政問題の危機」、環境問題、

自然破壊問題、被災者、弱者切り

捨ての論理の展開、等々。過去、

神戸方式で行ってきた開発の繰り

返しがしっぺ返しとなって現れた

震災を体験した市民の声は怒りと

なり、多弁で、説得力のある多彩

な意見が目立った。

震災3年目に入って間もない 1

月 19日（日）、第2回目を開催した。

今回は間近に迫る罹災都市法の

期限切れについてのお知らせと、

居住権パンフレットの紹介、強制

立ち退きと仮設統廃合を中心に資

料を準備した。

当日、巡回先の仮設や公園避難

所から 8名の方が集まってくださ

った。救援センターから 9名、合

計 17名が参加した。仮設統廃合の

テーマでは、「仮設住民が減ったと

きのために、団結しておかないと
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だめだ」「避難所解消のときと同じ

やり方だ」というような意見がだ

された。 JR鷹取工場跡地を神戸市

が安く買い上げたのに、住宅都市

整備公団に転売し、公団が建てた

住宅の一部を災害復興公営住宅と

して借り上げるという情報に対し

て、「神戸市は、安く土地を買った

のなら、そこに市営住宅を建てる

べきじゃないか。」という怒りの声

があがった。「元の居住地の生活圏

は我々の財産だ。それなのに行政

は、元の居住地にこだわることを

わがままだという」「行政は、住民

の意見をきかず、一方的に住むと

ころを決める」「主権在民だ」「ちゃ

んと住める場所がほしい！住む所

があって仕事もできる。士台があ

ってこそ生活設計もできる」…

等々、それぞれが、生活の中での

切実な思いを語った。

情報交換の場として、言いたい

ことを言える場として、談話室を

続けることが期待されている。こ

こに来たら元気になる、という場

所を皆で作ってゆきたい。

ボランピア通信 10号より (1997年 9月 7日発行）

■今月の街の声
◆「こころのケアて、アレ何？私

ら、アホらしくて笑うわ。住むと

このメドさえつけば夜眠れるし、

仕事のことも考えられる。なんで

こころだけケアされなあかんの？

■救援センターの目指すもの
救援センターでは、震災直後、

行政の援助の行き届かなかった公

園避難所を回り、物資や情報を届

住むとこ解決すんのが先やという

のをヨソの人らはわからへんの

か？」（O仮設住宅 50代女性独

り暮らし公営住宅の抽選に今回も

ハズれた）

けた。これが巡回訪問活動の始ま

りだ。

状況の変化の中で、これまでの
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活動の評価をするとともに、今後

の活動展開について何度も話し合

いを重ねてきた。そして 3月のミ

ーティングで、救援センターの活

動の大きな目的は、「被災地にお

いて人権としての居住権を確立す

ること」であると確認した。

「居住権」は単なる住居の問題

ではない。「住まい」は人が人とし

て生活を営むための基盤にあるも

のだ。残念ながら今の神戸の状況

は居住権が守られているとは到底

思えない。

今年度、救援センターでは 3ヶ

月単位で活動計画を立て、実行し、

活動の見直しを行い、再び次の 3

ヶ月の活動方針を立てるという方

法で運営することになった。刻々

と変化する状況に対応していくた

めだ。

救援センターが地域に根ざした

活動をするための大切な役割を担

っているのが巡回訪問である。

(5月～ 7月の 3ヶ月で、これま

での巡回先に加え、近隣の仮設住

宅への訪問も始めた。

救援センターでは、震災直後の

炊き出しが、給食サービスとして

発展し、高齢者や障害者のお宅へ

直接食事を届けることができるよ

うになった。

神戸YWCAにも今年度より福祉部

が創設され、ホームヘルパーの養

成・派遣を行っている。福祉コー

ディネートの役割も増えている。

一方、復興住宅への移動が進む中

で、仮設の統廃合や望まない地域

への住宅斡旋などが起こることが

十分予想される。その事態に対応

できるように、巡回訪問する中で、

近隣の仮設の人々と顔の見える関

係を築いてゆきたい。

巡回先の人々（地域住民）同士

の横のつながりを作ろうと、毎月

1回「談話室」を開いている。

被災した地域にある団体として、

地域の人々とともに歩み、地にし

っかりと足をつけ、腰を据えた活

動を続けてゆきたい。
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■YWCA手芸教室
今年1月末、

神戸 YWCA救援

センターに御影

中仮設から手芸

を教えてもらえ

ないかとの依頼

があった。お手

伝いできるので

あればと、早速、

手仕事の好きな

3名が伺うこととした。

2月から月 1回第3金曜日、午

後 1時半から 3時半までの2時間

を東灘誓察の西向かいにある仮設

住宅の方々とと もに過ごしている。

少し年齢の幅はあっても、この

手芸サークルには 10人前後の方々

■フィリピン居住権会議報告
4月22日～26ヨにかけて、ポス

ト・ ハビタット IIの一環として、

フィリヒ°ンにおし、て都市をテーマ

にワークショップが行われ、救援

センタ ーから 2名が参加した。

ワークショップは「持続可能な都

が集まられ、ともに手と口を動か

す、という本当に楽しいときなの

ではないだろうか。この住宅の中

でお世話をされる方も、普段閉じ

こもりがちになる方も、集まって

おしゃべりする事の大切さを訴え

られている。

市に向かっての行動」、都市で起こ

る問題について、コミュニティ ・

ォーガナイズ（地域のコミ ュニテ

ィを組織すること）を通じて解決

法を見い出していこう、というも

のだった。
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■仮設実態調査活動への取り組み
災害復興公営住宅 38600戸のう

ち、 67％にあたる 25746戸が既に

募集済みになっている。王子公園

仮設 144戸の約 20が公営希望であ

るが、これまで第一次で0、第二

次で7、第三次で 13（土 1)の当

選者を出している。計算上、残り

募集戸数の私たち王子仮設の当選

見込み数は、 10であって、災害復

興が終わったとされる時点で90戸

の居住者が全く先の見通しの立た

ない現実に直面することになる。

今後、市街地にある公営住宅は

ますます高倍率となり、定員割れ

までも出す程不人気な郊外の住宅

が私たちの唯一の選択項となって

くるであろう。

私たち王子公園仮設自治会が

「実態調査」に関わろうとした契

機は、やはり、住宅問題である。

1)仮設は如何んせん仮設であっ

て、 2年を越えると、住そのもの

の建て付けも私たち自身の心身も

次第に疲弊してくるのが日に日に

実感されてくる。

2)仮設ば恒久住宅移転までの過

渡に過ぎないのだが、ここからで

ることのできるほとんど唯一のチ

ャンスである災害復興住宅は、被

災者大半の元の居住地、即ち、神

戸インナーシティでは、これとい

った戸数は建設されておらず、入

居の見込みは宝くじに当たるより

も難しいのが現状である。

「調査」には先例があって、一

つは仮設居住者の健康面に焦点を

当てた神戸市垂水区の星陵台仮設

住宅での調査、もう一つは被災者

の震災後と現在の生活全般を調査

対象とした神戸市須磨区の 7仮設

住宅での調査である。

この成果を私たちの住む神戸市

東部（中央区、灘区、東灘区）に

導入しようとの、よろず相談室や

神戸YWCA救援センターの提起から

私たちの「調査」が始まった。

しかし、何ら問題がなかったわ

けではない。

力量を問われてみれば、私たち

はあまりにも非力であった。

時期の問題もあった、今さら行

政に対して復興住宅の計画変更を
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迫るのは遅きに失すると、情報通

であればあるほど冷笑するであろ

う。「御不自由な仮設生活」にもあ

る種の慣れが忍び込んできていて、

だからといって何なのかを世間に

アピールすること自体に次第に徒

労を覚えるようになってきている。

調査票の内容の討議があった。

焦点化をめぐる論争があった。調

査方法の再検討を迫る声（聞き取

り調査→アンケート調査）が、と

りわけ灘区の各仮設住宅からあが

ってきた。着手しようとして、な

かなか一歩を踏み出せない苛立ち

■東京支援会の県外被災者支援活動
兵庫県によると 5万5千人と予

測される県外被災者。その4%、

約 2200人は東京にいるらしい。調

査の結果、都営住宅に約 200世帯

が住んでいることがわかってきた

が、民間アパートや親類宅にいる

人までは把握しきれない。

受け入れた行政の対応はまちま

ち。ある県では数世帯が同じ団地

に入居できる配慮の上、 PTSD対応

予算まで組んでくれている。便利

があった。

要するに、私たち自らの非力、

遅きに失する程の時期の遅れ、自

分たちの問題でありながら何故か

自分たちに到達してくれない隔た

り、おそらくこういったものが、

しかし、いま、私たちに残された

最後の拠り所に他ならないであろ

゜
ぷ
ノ

私たちの現にある実態から私た

ちのあるがままの実態に向けて、

一隻の「仮設居住者実態調査」と

いう名の酔いどれ船が出航しよう

としている。

な場所を提供してくれている別の

県では、プライバシー保護のため

すぐそばに暮らす被災者同士にお

互いの存在を知らせず、その後の

フォローも公平性を保つため一切

しないと言い切っている。他には

費用負担を均等にするため、わざ

わざ被災者が県内にちらばるよう

に取り計らったところも。

東京支援会では 3月に続き、 6

月 1日に第二回県外被災者交流会
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を開催。あわせて家賃補助や助成

金の解説も行った。参加者は東京

の他、神奈川、千葉、茨城から合

計 17名。出身地は神戸市（長田区、

兵庫区、東灘区、北区）、西宮市、

宝塚市、芦屋市、尼崎市など。

奥さんと娘さんを亡くし、小さ

な坊やとたった二人で移ってきた

お父さん。仕事から帰っても家で

ぽつんとしているだけという一人

暮らしの人。この 2年半8回も入

■クアテモクさんがやってきた！
今年 1月下旬、震災から 3年目

とマスコミが騒ぎたてる頃、神戸

で開かれた防災フォーラムのため、

メキシコからクアテモクさんがや

ってきた。そしてフォーラムの日

程終了後の数日間、クアテモクさ

んは救援センターの通常活動に参

加してくれたのだ。

今から 10年前のメキシコ大地震

で、自ら被災しながらも、家を失

った多くの人々とともに、もとい

た場所に住めるようにと活動を続

けてきたクアテモクさんが来ると

いうことで、救援センターの巡回

退院を繰り返したおばあさんは、

思わず涙声に。家賃補助の申込書

を何度も読み返しては尋ねるお年

より夫婦。自宅が全壊したおじい

さんは神戸との別れを、『惚れた

女と別れるために、無理やりケン

力して嫌いなふりして出てきたよ

うだった』と表現した。どの人も、

落ち着かない想いを抱えたまま毎

日を過ごしている・・・東京支援

会の活動はまだ続く。

地域や須磨避難者懇談会などから

多くの人たちが集まった。そして

クアテモクさんと神戸の被災地に

住む人たちとの間で、国も言葉も

文化も異なるものの、メキシコと

神戸とがそれぞれ未曾有の大地震

を経験したが故の共通の課題につ

いて、人々の生活再建を阻む要因、

そしてそれを如何に克服していく

べきなのか、と、ざっくばらんな

がらも有意義で、貴重な語り合い

が、夜の更けるのも忘れ、延々と

続けられた。
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ボランピア通信 11号より (1997年 12月 1日発行）

■今月の街の声
♦ 自治会の任務はバザーやイベン

トやない。夫婦ゲンカの仲裁や。

「何がプライバシーや」そのくら

いの気持ちでなかったらやれんわ。

夫婦でも 3年したらわかるやん、

人間の気持ちがもつのは 3年、そ

の3年目なんやっから・・・・

◆今はね、最後に残れる辛抱でき

る人間が役員になんねん。 90のば

あちゃんに「置き去りにしない、

私らいるよ」ということが「本気

やな」と信じてもらえるのは言葉

のうえのこととちゃうんやから。

◆仮設の暮らしで、ねたみやひが

みやどろどろしたもん、それを押

さえてやってても、最後にはその

どろどろのところが残るんやから

ね。ええもんやでどろどろは。（以

上 3件は、いずれも閉鎖を宣告さ

れ、追い出し攻撃に立ち向かう芦

屋s仮設 40代女性）

■復興住宅第4次一元化募集については
97年 9月26日から 10月28日の 難者や、高い借り賃を払って賃貸

約 1ヶ月間募集が行われた。その 住宅に避難している人、親戚・知

募集戸数は、総数 17165戸（兵庫

県全体の募集戸数の総数）と過去

行われた募集に比べ最大規模のも

のとなった。

今回の募集では、県営住宅が

100%、市営住宅が 80％の仮設優先

枠を設けている。つまり、仮設以

外に避難しているたくさんの人々、

たとえば数千人と言われる県外避

人宅や施設などに身を寄せている

人は、県営住宅には申し込む資格

さえなく、市営住宅の仮設優先枠

の残り 2割を、優先枠にもれた仮

設居住者を含めた全応募者で分け

合う事になる。これは、ほとんど

仮設以外の被災者に対してもとの

居住地に帰る道を閉ざすことに他

ならない。行政は震災の象徴とし
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て現存している目の前の仮設住宅

が解消すれば、完全に復興したと

でも思っているのであろうか？

今回の募集は、市営および県営

（神戸ブロック）合わせて約 2万

人であった。そのうち仮設住宅か

らの応募は約 1万2千人とその 6

割を占めている。

神戸市営住宅の倍率は、平均で

2.2倍という結果となった。今回の

募集で倍率が一番多いのは灘北第

ー住宅（灘区）の 83.5倍。これは

募集2戸に対し 167人の応募があ

ったため。

また、今回の募集に対し、行き

先のめどがないのに全く応募しな

かったのは数百世帯に上ると見ら

れ、神戸市などは職員が仮設住宅

を巡回して、応募状況の聞き取り

調査を進めている模様である。ま

た応募割れの団地もあり、神戸市

東部・西部・明石西神だけで約 3300

戸にのぼる。

いずれにしろ今回の募集は終了

した。その結果、神戸市の仮設住

宅にお住まいの約 11000戸の半数

以上は、復興住宅へ転居するであ

ろう。

出口の見えない状況の中で残さ

れた者は「どうして自分は・・・」

という気持ちがあるにも関わらず、

繰り返し行政から「自立」を強要

される。残された者が少なければ

少ないほど政策（仮設の統廃やあ

っせんなど）も合理的の名のもと

に厳しさを増すように思う。

説明会が始まって 15分、集まっ

ていた 30人ほどの見学者のうち、

半数が帰ってしまった。入居条件

の「仮設住民に限る」の項目を読

んでいなかったらしい。

ここはJR灘駅から南東へすぐの

所にある県営岩屋北住宅。兵庫県

が、震災後、高齢者の生活支援の

ため、全国で初めて建設した「コ

レクティブ・ハウジング（共同居

住型住宅）」の一つだ。

構造はかなり完全なバリアフリ

ーで、要所要所に手すり、スロー

プ、非常ベル等の設備も整い、高

齢者・障害者が生活しやすいよう

になっている。（階と階をつなぐ

階段がないのが少し気になる。エ

レベーターのみ）。
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現実問題として、県側と入居希

望者の思惑にはズレがあった。

Aさんは「共同スペースの管

理・維持費が高すぎる。それに掃

除当番や、物をこわした時、責任

を誰がとるのかなどで必ずモメ

る。」と、シビアなお言葉。さすが

元自治会長。確かに共益費は一般

住宅より 5千円ほど割高だし、共

同スペースの家具や食器・カーテ

ン・電球に至るまで住人の負担。

県から 20万円の助成は出るがとて

も足りないだろう。

入居条件の「入居許可日から 14

日以内に全員入居、入籍しない夫

婦や友人同士の世帯は不可」、「県

が定めた連帯保証人が必要」など

■寄場交流会報告
1997年7月5日～6日に神奈川

県三浦半島で寄場交流会が開催さ

れ、全国各地から「路上生活を強

いられている人々」の支援団体を

中心に約 140名参加した。交流会

では分科会と呼ばれる 8つのテー

の項目が気になった。

「入院するような事態になった

時は、出ていただきます」

そういえばこれも全国初の試み

である、「ペット飼育者向け災害

復興住宅」。まだ見学に行っていな

いが、申し込んだ人によると「ペ

ットは専用の部屋で飼う。衛生の

ため床下を水が流れている。場所

はどこもへんぴ。そしてペットが

死ぬと、即退去」だそうだ。

「やれやれ、まったくお役所仕

事というのは」というのが、見学

会参加者の感想だった。「高齢社

会の新しい夢の住まい」も、順風

満帆とは行かないようだ。

マでのディスカッション、また横

須賀基地見学や川崎・寿ツアー等

のオプショナルツアーが行われた。

神戸における状況の過酷さを知る

とともに、川崎等での取り組みか

ら多くのことを学ぶことが出来た。
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■8. 17地震まつり
8月 17日、市役所前一帯で「地

震まつり」が行われ、オープニン

グ集会から夜8時すぎの盆踊りま

で、 3万人を越す被災者でにぎわ

った。救援センターは山猫軒茶之

湯会の恒例のお茶席、交流広場の

お手伝いで参加した。猛暑の中や

はり熱い一服のお茶は喜ばれ、テ

ント村からあちこちの仮設に移っ

た旧知の人々も訪ねてくださり、

常時満席の大盛況だった。

◆神戸の冬を支える会 越年活動内容決まる

去年、おととしと続いている越年活動の内容が決まりました。場所はお

ととしと同じ神戸市役所南側の東遊園地で、期間は 12月26日から 1月

6日までの 12日間。

◆ボランティア求む！

救援センターの人手不足は深刻です。日常の巡回、引越しの手伝いなど

のワーク、給食の配達（火・木）、夜回りなど、様々な仕事があります。

たとえ月 1回でも、継続して来られそうな人はぜひ連絡ください。

ボランピア通信 12号より (1998年3月29日発行）

■出会いの3年間
ここまで救援センターの活動が

続けられたのは、たくさんの仲間

たちのおかげである。震災直後か

ら今まで出会ったあの顔、この顔

を思い出すにつけ、何かがこみ上

げて、胸がいつばいになる。ひと

りひとりに心からの感謝とともに、

「ありがとう」と言いたい。人と

人との出会い、関わり合いの中に

「愛」があったと私は思う。

救援センターの活動は、被災地

を耕すような活動だったように思

う。がれきの町を歩き、たくさん

の人に出会い、話を聞いた。そこ
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で出会った人々とともに泣き、笑 かれたのではないかと思う。

い、喜んだ3年間だった。種は蒔

■4月からの新体制 神戸 YWCAからの挨拶
神戸YWCA会長

震災後、丸3年が経ちました。震災直後はじめた救援センターは、多く

のボランティアの人達、そして何より全国からの励ましとご支援を頂き、

今日まで活動を続けてまいりました。ボランティアの人達による働きが地

域の人々に信頼され、「YWCA」の名が広く認められました。被災地にある

神戸 YWCAは、救援センターの働きを通して、少しでも被災者に課せられ

た課題をともに担いたいと願って活動を続けてきました。そしてその中で

見えてきた問題と取り組み、他団体とも協力しながら被災者とともに考え

てくることができたと思います。

震災直後から見ると、街並は見違えるようになり、あたかも復興したか

のような印象を与えていますが、地道な活動を続ければ続ける程、困難な

問題、大きな課題が見えてきました。特に、当時から今日まで遠くよりボ

ランティアに来てくださっている人達が、多くの課題に取り組み、運動へ

と導き、私どもに得がたい学びを与えてくださいました。

救援センターの活動を通して、地域で働く役割、またニーズに合わせて

果す役割に気付かされました。こうした一つ一つの積み重ねにより、幅広

い活動を展開し、具体的な活動の中で共感や共生を目指すことが大切では

ないでしょうか。

今年度で「救援センター」の名称での活動は、いったん区切りをつけま

す。救援センターの活動を通して、被災地という現場で出会う状況と人々

との関わりこそが最も大切なことだと教えられました。そこでこの 3年間

の貴重な体験、経験の中から、何が出来るか、何をしなければならないか

を整理・検討し、新たな歩みを進めたいと思います。
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次年度から、神戸 YWCAとして福祉部の中に震災復興委員会を設置しま

す。そして地域福祉の拠点となる為に社会のニーズに応えつつ、この活動

が地域住民の主体性を重んじ、ともに関わっていけるものになるよう、努

力しなければならないと思います。特に人間優先の復興（居住権を視点に

おく）を目指すことと、住民主体の地域社会をつくることを目標に、地道

な活動を続けることが出来ればと願っています。

このように今まで続けてきた「救援センター」の活動を終えるわけには

いきません。名称は変わりますが、新しい体制でこれからも活動を続けて

行きますので、今まで同様ご支援とご協力賜りますよう、よろしくお願い

申し上げます。

■給食サービス
次年度、給食サービスは活動日

を月曜日から土曜日に増やす一方

で、今までよりゆとりを持って配

食先の方と関われるように、調理

はカフェテリアで行い、配膳・配

達をボランティアで行う、という

■夜回り
救援センターの夜回りで出会う

人の数は昨冬に比べ減少している

が、他団体の夜回りで出会う人数

はむしろ増加している傾向にあり、

週に 150名強と数字から見ても特

に厳しい冬となった。また、今年

度は中学生による襲撃が頻繁に起

ように転換を考えている。仮設か

ら恒久住宅に転居できたとしても

食生活が整うわけではないし、転

居できないで寂しい思いの方とも

何とか寄り添える方向を見出して

行けたらと思っている。

こった年でもあった。

そこで、 4月以降、新体制で「夜

回り」を始め、皆さんと一緒に「神

戸の野宿生活問題」を考えていき

たいと考えている。

7月には寄場交流会が神戸で開

催される。
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■今、神戸の街で起きていること
今年に入ってまもなく、第4次

一元化募集で落選した、あるいは

応募しなかった仮設住民に対して、

第4次一元化募集で定員割れした

住宅 1781戸の再募集が行われた。

応募倍率は 1.9倍ということだが、

市街地から離れた住宅には応募者

がなかったという。この募集もす

でに抽選が終わり、その結果が伝

■東京支援会活動報告
神戸YWCAの後方支援として発足

した東京支援会。救援センターの

一新にともない、これまでの活動

を見直し、新たな気持ちで新年度

を迎えたいと考えている。そうは

言っても動けるボランティアはじ

り貧。もう一歩進んだ活動を目指

すには、現体制ではチト苦しいと

いうのが現状だが、それはきっと

どこも同じこと。もうしばらく活

動してみたい。

そんな中で3月7日（土）にふ

たたびお茶会を開いた。東京、千

葉、埼玉、茨城、神奈川から 29人

の被災者が参加され、神戸から応

えられている。 4月下旬には 4000

戸あまりの募集を仮設住宅住民だ

けでなく、仮設住宅外の被災者も

含めてするという。推測だが、お

そらく行政はこの募集を、まとま

った募集としては最終のものと考

えているのだろう。そしてその後

は個別斡旋で対応していく、とい

ったことになっているのだろう。

援に駆けつけてくれたメンバーを

交え、久しぶりに関西弁でのおし

ゃべりに興じてもらうことが出来

た。被災直後のこと、その後の紆

余曲折、望郷の念など、どの人も

話したいことをいっぱい抱えて参

加してくれている。

次回は3月29日（日）千葉で交

流会を開き、 4月下旬か5月上旬

ごろには復興住宅応募説明会を開

催する予定だ。説明会には兵庫県、

神戸市から職員が参加することに

なっており、芦屋市からも来てほ

しいと呼びかけているところであ

る。
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■名古屋支援会活動
私たち名古屋YWCA支援会は、相

変わらず少人数で細々と活動を続

けている。最近の主な活動は「り

んりん茶話会あいち」への参加と

地元名古屋の寄せ場・笹島の越冬

活動等の参加である。

りんりん愛知は県外避難をされ

■今月の街の声・特別編
本号では、昨年秋に救援センタ

ーも参加した仮設実態調査の自由

記述欄から、街の声をとりあげる。

◆住宅が見つからないと震災のこ

とは忘れられない（灘区・ 50代・

女性）

◆公営住宅が思うところがなくて、

遠いところ、交通不便の所を指定

されたらば、病院にも買い物にも

不便になり、不安になり、また病

気にでもなれば、心を許した友だ

ちも出来ないままでどうなるでし

ょうか。また遠いところ（田舎）

にある親戚の者も交通不便で来て

くれないでしょうか（東灘区・男

性． 80代）

ている方たちへの自主的な集まり

として発足した。

私たちが私たちの住む街で感じ

たこと、考えたことを神戸やその

他の地域の人たちと交換しあえた

らいいよね、と近頃は思っている。

◆車椅子の住宅が少ない。もっと

増やしてほしい。（灘区 •50 代・女

性）

◆私は宙に浮いている。この辺り

でなかったら私はどこへも行かな

い。ここを放り出されるまでここ

にいる。三畳でもいい。自分の安

心して住める家がほしい。（中央

区・ 80代・女性）

◆ふれあいセンターでみんなの言

っていることや、市の人の言うこ

とはよくわからない。何を信用し

ていいのか。この仮設はいい所な

ので動きたくない。（灘区・ 70代・

男性）

◆早く市営住宅にはいりたい。家
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族がバラバラになりそう。（灘区・

50代・男性）

◆家のことばかり考えている。さ

みしいこと。経済的なものが必要。

全国の支援がもったいなくて、う

れしくて皆で泣いた。（灘区・ 70

代・女性）

◆毎日の生活が不安です。毎月の

■Mさん追悼
去る 2月14日、神仙寺仮設にお

住まいのMさんが、急逝された。

仮設に独居されていた状態で亡く

なられたため、新聞各紙には「孤

独死」として報道された。 Mさん

は、第4次の恒久住宅募集に当選

したにも関わらず、今年に入って

からお元気をなくされていたよう

だ。震災後、仮設に移ってようや

く築いた生活基盤、近隣のつなが

りを失い、また新たにーから始め

屯
ヘヽ ）

生活費やこれからの人生のメドが

立ちまっせん。もう少し個人個人

の保障を考えてほしい。

◆小さくても永住できる低家賃の

恒久住宅が欲しいです。永年住ん

だ灘区で死にたい。（灘区・ 60代・

男性）

ることは、 Mさんにとってとても

しんどいことだったのではないだ

ろうか。また最近、仮設に帰る途

中の急な坂で転んでしまい、外に

出る自信をなくされていたそうだ。

急な坂の上で生活することが高齢

の方にとって大変な苦労になるこ

とくらい、行政も仮設を割り振る

段階で簡単にわかったはずなの

に・・・。悔やまれることが多す

ぎる。
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三

YWCA救援センター3年間の系譜
7年（平成 9年）
s 

1 9 9 6年（平成 8年）
...-ク・なS‘‘ー••••←••— ―-＿ ＿ 1 9 9 5年（平成 7年）

月
旬
救
援
セ
ン
タ
，
1
3
年
間
の
活
動
に
区

3
下
切
り
を
つ
け
る

-117
兵

庫

県

南

部

地

震

発

生

一

1
8
Y
W
C
A
救
援
セ
ン
タ
ー

＞
神
戸
市
の
公
的
避
難
所
と
し
て
登
録

町
の
巡
回
（
リ
サ
ー
チ
）
開
始

月
旬
物
資
無
料
配
給
と
リ
サ
ー
チ
の

2
本

1
下
柱
と
し
て
活
動

3/4 6/15/31 

全
神
戸
テ
ン
ト
村
連
絡
会
結
成

（
後
に
兵
庫
県
被
災
者
連
絡
会
）

ボ
ラ
ン
ピ
ア
通
信
第
1
号
発
行

（
以
後
最
終
号
ま
で
12
号
発
行
）

簡
易
住
宅
建
設
手
伝
い
、
仮
設
へ
の

月
旬
引
っ
越
し
、
雨
対
策
の
テ
ン
ト
の
側

6
上
溝
掘
り
等
の
ワ
ー
ク
が
多
い

月
旬
被
災
し
た
子
供
た
ち
を
対
象
に
市
島

8
上
町
キ
ャ
ン
プ
実
施

灘
区
の
被
災
者
・
近
畿
弁
護
上
連
合

月
旬
会
に
人
権
救
済
申
し
立
て
の
作
業
開

8
中

始

1
「
愛
ち
ゃ
ん
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
ア
神
戸

91

日
記
」
発
売

月
旬
避
難
者
実
態
調
査
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計

9
上
に
協
力

月
旬
冬
を
迎
え
る
た
め
の
緊
急
の
物
姿
依

1
0
下
頼
を
開
始

救
援
セ
ン
タ
ー
担
当
職
員
が
前
田
か

ら
寺
内
へ
交
代

「
灘
区
・
中
央
区
を
中
心
と
し
た
テ

月
旬
ン
ト
・
待
機
所
・
仮
設
住
宅
に
お
暮
ら

4
中
し
の
方
々
の
為
の
学
習
会
と
交
流
会
」

開
催

7
哀
市
島
町
デ
ィ
キ
ャ
ン
プ

月
旬
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
講
座

y
w
C
A

8
中
が
開
講

月
旬
集
中
巡
回
訪
問
実
施

8
下
月
旬
第
1
回
y
w
談
話
室
を
開
く

1
1
中

月
洵
第
2
回
談
話
室
を
開
く

須
磨
被
災
者
生
活
実
態
調
査

月
旬

救
援
セ
ン
タ
ー
メ
ン
パ
ー
も
ほ
ぼ
全

員
参
加

2
上

月
旬
第
3
回
談
話
室
を
開
く

2
中

月
旬
第
5
回
談
話
室
を
開
く

5
中
今
回
は
丹
南
町
の
畑
で
の
実
施

月
旬
第
6
回
談
話
室
を
開
く

6
下
月
旬
第
7
回
談
話
室
を
開
く

7
下
月
旬
第
8
回
談
話
室
を
開
く

9
上
月
旬
第
9
回
談
話
室
を
開
く

11
上
今
回
は
丹
南
町
の
畑
で
の
実
施

月
旬
第
4
回
談
話
室
を
開
く

3
下

4/1 5
 
11

管
厚
生
大
臣
に
要
望
書
提
出

ー

月
旬
神
戸
市

7
月
中
に
全
避
難
所
を

4
上
解
消
す
る
方
針
発
表

こ
の
頃
、
避
難
諸
調
査
の
心
得
に
不

月
旬
適
合
者
（
ホ
ー
ム
レ
ス
、
罹
災
証
明

の
な
し
人
）
は
退
去
す
る
よ
う
指
示

5
上

月
旬
神
戸
市
公
園
テ
ン
ト
に
立
ち
退
き

5

下

要

請

「

強

制

撤

去

も

辞

さ

ず

」

-
6
直
繹
蝉
呻
輝
rJ
地
以
外
の
公
園
に
も
立
ち
土

t

月
旬
神
戸
市
が
、
7
月
末
で
避
難
所

5

6
下
解
消
を
通
知

g
 

一

月
旬
脇
浜
仮
設
住
宅
に
て
お
茶
会
等
を
行
t

7
中
い
、
自
治
会
立
ち
上
げ
の
お
手
伝
い
＇
月
旬
避
難
所
外
被
災
者
に
対
す
る
弁
当
配
分
打
ち

5
7
t
切
り
強
行

-

中
・
次

一
月
旬
仮
設
住
宅
募
集
(
5
次
）
↓
最
終
旬

月
旬

5
 

月

て
i

中

7
千
7
百
世
帯
は
避
難
所
に
残
る

8
中
王
子
南
仮
設
住
宅
で
花
壇
作
り
｀

2
3
H
I
C
来

日

―

-

卵

208"

＂r-7

一
月
旬
士
木
局
に
よ
り
、
公
園
占
有
実
態
調
査
が

91

（
国
際
ハ
ビ
タ
ッ
ト
連
合
調
逝
団
）

H
I
C
調
査
団
の
調
査
調
査
・
聞
き
一

9
中
行
わ
れ
る

了
月
旬
災
害
援
助
貸
付
金
の
再
開

取
り
実
施

H
I
C
居
住
と
人
権
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
‘
-
1
0
上
希
辺
は
多
い
が
借
り
る
力
が
な
く
申
込
み
は

ll
募
旬

少
な
い

――
 

事
実
調
査
中
間
報
告
書
が
提
出
さ
れ

i

る
↑
 

了

旬

災

害

復

興

賃

貸

住

宅

第

1

次

募

集

廷

町

・1

5
 

10
下

O
I
H
I
C
帰
国

月
旬
被
災
者
連
絡
会
の
地
腰
祭
り
に
参
加
一
月
旬

12
月
20
日
を
目
こ
「
旧
避
難
所
」
を
閉
鎖

月
神
戸
の
冬
を
支
え
る
会
の
越
年
活
動
ー

1

2

「

冬

の

家

」

に

ボ

ラ

ン

テ

ィ

ア

派

遣

1

2

下

（

以

降

継

続

実

施

）

i

1

2

上

す

る

旨

、

要

請

年

糾

出

た

細

復害

一

月
旬
ア
ジ
ア
の

N
G
0
と
接
触
始
ま
る
月
旬
兵
庫
県
「
住
ま
い
復
興
推
進
会
議
」
設
置
及

月
旬
学
習
会
「
生
活
保
護
に
つ
い
て
」

1
上は

日
目
環
ー
中
（
ハ
ビ
タ
ノ
ト
I
l
の
話
を
聞
く
）
―
〗
[
月
日
"
[
い
い

r

-
2
中
実
施

2

と
し
て
、
士
曜
の
夜
の
夜
回
り

学
習
会
「
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
か

一

月
旬
2
中

ら

の

自

立

に

向

け

て

」

侍

機

所

「

113
避
難
所
」
テ
ン
ト

～
 

7

、
月
旬
村
等
を
3
月
末
目
処
に
解
消

勿
3
中
応
急
仮
設
住
宅
の
斡
旋
も
原
則
的
に

～

終

了

す

る

旨

発

表

～
 一

学

習

会

五

3
I
C
が
見
て
い
っ
た

月
旬
ハ
ビ
タ
ッ
ト
II
参
加
準
備
始
ま
る
グ
月
旬
神
戸
市
待
機
所
な
ど

3
月
末
閉
鎖

挫
戸
報
告
書
を
救
援

月
旬

4
下
（
国
連
人
間
居
住
会
議
)

~

3

下
方
針
撤
回

3
中

活

動

に

ど

う

生

か

す

か

l

勿

月
旬
学
習
会
「
福
祉
勉
強
会
」
月
ハ
ピ
タ
ッ
ト
I
l
参
加
準
備
に
追
わ
れ
一
月
旬
芦
屋
の
応
急
仮
設
住
宅
初
の
撤
去
作
業

5

る

勿

4
上
こ
の
時
点
で
仮
設
に
4
万
2
千
世
帯

5
中

、
ビ
タ
ッ
ト
I
I
N
G
o
フ
ォ
ー
ラ
ム
～

6
上

に

参

加

勾

月

旬

兵

庫

県

応

急

仮

設

住

宅

入

居

者

調

査

月
旬
学
習
会
「
神
戸
の
現
状
と
問
題
点
J

月

旬

ノ

7
上

“
5
上
結
果
ま
と
ま
る

月
旬
地
城
集
会
第
2
段
「
ハ
ビ
タ
ッ
ト

II
屈

7
下

報

告

会

」

開

催

一

月

旬

政

府

が

復

興

公

営

住

宅

家

貨

軽

減

策

6
中
な
ど
決
定

“
月
旬

市
民
集
会
「
だ
れ
が
決
め
る
？
・
わ
た
～

月

旬

し

ら

の

住

む

と

こ

」

～

6
中
神
戸
東
部
新
都
心
地
区
着
工

兵
庫
県
「
恒
久
住
宅
へ
の
移
行
プ
ロ
グ
ラ

7
下
“
被
災
地
の
声
を
世
界
へ
”
が
主
催
一

月
旬
ム
」
策
定
「
被
災
者
向
け
災
害
復
興
公
営

更

差

笥

相

桜

所

に

て

～

6
下
住
宅
j

家
賃
発
表

月
旬
越
年
活
動
と
し
て
、
今
年
度
の
夜
回

11
下
り
を
開
始
（
以
後
通
年
で
実
施
）

“
月
旬
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神
高
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開
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一
“
9
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；
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／
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ク
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芝
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l
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グ
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8
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始

9-
～
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神
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9
中
（
王
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南
仮
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皮
切
り
に
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戸
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庫
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仮
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1
0
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で
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撤
去

月
旬
住
性
の
維
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向
上
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い
て
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要
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す
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9
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市
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市
か
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受
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グ
2
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災
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戸
y
w
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A
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タ
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で
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～
月
旬
恒
久
住
宅
第
4
次
一
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ヒ
募
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選
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仮
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中
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で
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お
7
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次
年
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つ
い
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第
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割
れ
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1
中
募
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12
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⑬
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1
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ミ
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1
0
下
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施
）
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ふ
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サ
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9
下
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湯
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区
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へ
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京
支
援
会
活
動
開
始

こ
の
頃
か
ら
物
資
の
内
容
が
日
用
品

月
旬
中
心
と
な
る
。
対
応
内
容
も
物
資
か

3
下
ら
情
報
・
相
談
へ
と
変
わ
っ
て
き
た

月
春
休
み
を
境
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

4

数
が
大
き
く
減
少

リ
サ
ー
チ
で
立
ち
退
き
等
が
新
た
な

問
題
に
。
新
た
な
テ
ン
ト
生
活
者
な
，
＇

ど
も
増
加

炊
き
出
し
サ
ー
ビ
ス

月
旬
を
終
了
し
、
給
食
サ
ー

9
下
ビ
ス
ヘ
移
行

5
立
配
食
サ
ー
ビ
ス
開
始

月
旬
お
風
呂
サ
ー
ビ
ス
ス
タ
ー
ト

2
下
（
広
島
県
白
木
町
商
工
会
議
所
）

“
 

乙(
t
 

月
旬
仮
設
住
宅
の
リ
サ
ー
チ
開
始

5
上

11-中旬 9月ド旬

t 
2月下旬． 

4月下ピ

7月下旬（第2次より一元化募集）． 
2次7月中旬

宮

旬

ー

i
_
_
 

狂
合
玖

5
 

［応急仮設住宅募集】
4月上旬 3月下旬 2月ード旬．．． 
3次 2次 1次
（兵庫県南部地震災害義援金］

3月中旬 2月中旬ー・ ・2次 1次
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